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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ブロードキャストデータサービスに関係するデバイスをカウントするための方法であっ
て、
　コアネットワーク構成要素において、デバイスに関係する前記ブロードキャストデータ
サービスについての登録要求を受信することと、
　前記コアネットワーク構成要素において、前記登録要求を前記受信することに部分的に
基づいて登録カウントを増分することと、
　前記コアネットワーク構成要素において、前記登録カウントに部分的に基づいて、前記
ブロードキャストデータサービスを受信するデバイスのカウントを要求すべきかどうかを
決定することと
　を備え、前記コアネットワーク構成要素は、ブロードキャスト／マルチキャストサービ
スセンター（ＢＭ－ＳＣ）である、方法。
【請求項２】
　前記登録カウントに部分的に基づいて前記ブロードキャストデータサービスのためにマ
ルチキャスト通信を利用すべきかどうかを決定することをさらに備える、請求項１に記載
の方法。
【請求項３】
　前記デバイスから登録解除要求を受信することと、
　前記登録解除要求を前記受信することに部分的に基づいて前記登録カウントを減分する
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ことと
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記デバイスのカウントを要求することを決定することに基づいて、１つまたは複数の
基地局にカウント要求を送信することをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記デバイスのカウントを要求することを決定することに部分的に基づいて、カウント
を要求するようにマルチキャスト協調エンティティに示すことをさらに備える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　ブロードキャストデータサービスに関係するデバイスをカウントするための装置であっ
て、
　コアネットワーク構成要素において、デバイスに関係する前記ブロードキャストデータ
サービスについての登録要求を受信するための手段と、
　前記コアネットワーク構成要素において、前記登録要求に部分的に基づいて登録カウン
トを増分するための手段と、
　前記コアネットワーク構成要素において、前記登録カウントに部分的に基づいて、前記
ブロードキャストデータサービスを受信するデバイスのカウントを要求すべきかどうかを
決定するための手段と
　を備え、前記コアネットワーク構成要素は、ブロードキャスト／マルチキャストサービ
スセンター（ＢＭ－ＳＣ）である、装置。
【請求項７】
　前記登録カウントに部分的に基づいて前記ブロードキャストデータサービスのためにマ
ルチキャスト通信を利用すべきかどうかを決定するための手段をさらに備える、請求項６
に記載の装置。
【請求項８】
　前記受信するための手段が、前記デバイスから登録解除要求を受信し、前記増分するた
めの手段が、前記登録解除要求に部分的に基づいて前記登録カウントを減分する、請求項
６に記載の装置。
【請求項９】
　前記決定するための手段が、前記デバイスのカウントを要求することを決定することに
基づいて、１つまたは複数の基地局にカウント要求を送信する、請求項６に記載の装置。
【請求項１０】
　前記決定するための手段が、前記デバイスのカウントを要求することを決定することに
部分的に基づいて、カウントを要求するようにマルチキャスト協調エンティティに示す、
　請求項６に記載の装置。
【請求項１１】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　　　コアネットワーク構成要素において、デバイスに関係するブロードキャストデータ
サービスについての登録要求を受信することと、
　　　前記コアネットワーク構成要素において、前記登録要求に部分的に基づいて登録カ
ウントを増分することと、
　　　前記コアネットワーク構成要素において、前記登録カウントに部分的に基づいて、
前記ブロードキャストデータサービスを受信するデバイスのカウントを要求すべきかどう
かを決定することと
　を行うように構成された少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと
　を備え、前記コアネットワーク構成要素は、ブロードキャスト／マルチキャストサービ
スセンター（ＢＭ－ＳＣ）である、装置。
【請求項１２】
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　前記少なくとも１つのプロセッサが、前記登録カウントに部分的に基づいて前記ブロー
ドキャストデータサービスのためにマルチキャスト通信を利用すべきかどうかを決定する
ようにさらに構成された、請求項１１に記載の装置。
【請求項１３】
　前記少なくとも１つのプロセッサが、
　前記デバイスから登録解除要求を受信することと、
　前記登録解除要求を前記受信することに部分的に基づいて前記登録カウントを減分する
ことと
　を行うようにさらに構成された、請求項１１に記載の装置。
【請求項１４】
　前記少なくとも１つのプロセッサが、前記デバイスのカウントを要求することを決定す
ることに基づいて、１つまたは複数の基地局にカウント要求を送信するようにさらに構成
された、請求項１１に記載の装置。
【請求項１５】
　前記少なくとも１つのプロセッサが、前記デバイスのカウントを要求することを決定す
ることに部分的に基づいて、カウントを要求するようにマルチキャスト協調エンティティ
に示すようにさらに構成された、
　請求項１１に記載の装置。
【請求項１６】
　ブロードキャストデータサービスに関係するデバイスをカウントするためのコンピュー
タ可読記憶媒体であって、
　　　少なくとも１つのコンピュータに、コアネットワーク構成要素において、デバイス
に関係する前記ブロードキャストデータサービスについての登録要求を受信させるための
コードと、
　　　前記少なくとも１つのコンピュータに、前記コアネットワーク構成要素において、
前記登録要求に部分的に基づいて、登録カウントを増分させるためのコードと、
　　　前記少なくとも１つのコンピュータに、前記コアネットワーク構成要素において、
前記登録カウントに部分的に基づいて、前記ブロードキャストデータサービスを受信する
デバイスのカウントを要求すべきかどうかを決定させるためのコードと
　を備え、前記コアネットワーク構成要素は、ブロードキャスト／マルチキャストサービ
スセンター（ＢＭ－ＳＣ）である、コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項１７】
　ブロードキャストデータサービスに関係するデバイスをカウントするための装置であっ
て、
　コアネットワーク構成要素において、デバイスに関係する前記ブロードキャストデータ
サービスについての登録要求を受信するための登録情報受信構成要素と、
　前記コアネットワーク構成要素において、前記登録要求に部分的に基づいて登録カウン
トを増分するためのデバイスカウント構成要素と、
　前記コアネットワーク構成要素において、前記登録カウントが閾値よりも大きい場合に
、前記ブロードキャストデータサービスを受信するデバイスのカウントを要求することを
決定するためのカウント要求決定構成要素と
　を備える、装置。
【請求項１８】
　前記登録カウントに部分的に基づいて前記ブロードキャストデータサービスのためにマ
ルチキャスト通信を利用すべきかどうかを決定するためのブロードキャスト決定構成要素
をさらに備える、請求項１７に記載の装置。
【請求項１９】
　前記登録情報受信構成要素が、前記デバイスから登録解除要求を受信し、前記デバイス
カウント構成要素が、前記登録解除要求に部分的に基づいて前記登録カウントを減分する
、請求項１７に記載の装置。
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【請求項２０】
　前記カウント要求決定構成要素が、前記デバイスのカウントを要求することを決定する
ことに基づいて、１つまたは複数の基地局にカウント要求を送信する、請求項１７に記載
の装置。
【請求項２１】
　前記カウント要求決定構成要素が、前記デバイスのカウントを要求することを決定する
ことに部分的に基づいて、カウントを要求するようにマルチキャスト協調エンティティに
示す
　請求項１７に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　米国特許法第１１９条に基づく優先権の主張
　[0001]　本特許出願は、本出願の譲受人に譲渡され、参照により本明細書に明確に組み
込まれる、２０１１年２月８日に出願された「Systems and Methods for Providing Serv
ices in a Wireless Network」と題する仮出願第６１／４４０，８００号と、２０１１年
７月１１日に出願された「Systems and Methods for Providing Broadcast/Multicast Se
rvices in a Wireless Network」と題する仮出願第６１／５０６，５１２号との優先権を
主張する。
【０００２】
　[0002]　以下の説明は、一般にワイヤレスネットワーク通信に関し、より詳細には、ブ
ロードキャスト／マルチキャストサービスに関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]　ワイヤレス通信システムは、たとえば、ボイス、データなどの様々なタイプの
通信コンテンツを提供するために広く展開されている。典型的なワイヤレス通信システム
は、利用可能なシステムリソース（たとえば、帯域幅、送信電力、．．．）を共有するこ
とによって複数のユーザとの通信をサポートすることが可能な多元接続システムであり得
る。そのような多元接続システムの例は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）システム、時分
割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）システム、直交周波
数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システムなどを含み得る。さらに、これらのシステムは、
第３世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ）（たとえば、３ＧＰＰ　ＬＴＥ（ロ
ングタームエボリューション）／ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄ）、ウルトラモバイルブロー
ドバンド（ＵＭＢ）、エボリューションデータオプティマイズド（ＥＶ－ＤＯ）などの仕
様に準拠することができる。
【０００４】
　[0004]　一般に、ワイヤレス多元接続通信システムは、複数のモバイルデバイスのため
の通信を同時にサポートし得る。各モバイルデバイスは、順方向リンクおよび逆方向リン
ク上の送信を介して１つまたは複数の基地局と通信し得る。順方向リンク（またはダウン
リンク）は基地局からモバイルデバイスへの通信リンクを指し、逆方向リンク（またはア
ップリンク）はモバイルデバイスから基地局への通信リンクを指す。さらに、モバイルデ
バイスと基地局との間の通信は、単入力単出力（ＳＩＳＯ）システム、多入力単出力（Ｍ
ＩＳＯ）システム、多入力多出力（ＭＩＭＯ）システムなどを介して確立され得る。
【０００５】
　[0005]　基地局は、また、１つまたは複数のデバイスへのブロードキャスト／マルチキ
ャスト通信を行うことができる。一例では、基地局は、１つまたは複数のサブフレームあ
るいは他の時間期間内に複数のサービスのためのデータを含む信号をブロードキャストす
ることができる。この例では、デバイスは、信号からいくつかのデータを取得することが
でき、たとえば、デバイスは、信号をブロードキャストする１つまたは複数の基地局から
のサービスにサブスクライブすることができ、一例では、信号からデータを復号するため
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の対応する命令を受信することができる。ブロードキャストサービスの例は、マルチメデ
ィアブロードキャストおよびマルチキャストサービス（ＭＢＭＳ：Multimedia Broadcast
 and Multicast Service）と、発展型ＭＢＭＳ（ｅＭＢＭＳ）とを含むことができ、その
両方は、ＬＴＥ、および／または他のネットワークタイプのための同様のブロードキャス
トサービスにおいて定義されている。
【０００６】
　[0006]　さらに、たとえば、ｅＭＢＭＳは、カウント要求をブロードキャストするよう
に基地局に要求することによって、基地局からのブロードキャスト信号を受信または復号
するデバイスの数を取得するためのネットワークベースのカウント手順を与える。カウン
ト要求は、たとえば、いくつかのデバイスを識別することができ、カウント要求を受信し
、要求がデバイスに関係すると決定したデバイスはユニキャストチャネルを介してカウン
ト応答で応答することができる。受信された応答に基づいて、基地局は、基地局からブロ
ードキャストサービスを受信するデバイスのカウントを決定（determine）することがで
き、カウントをネットワークに報告することができる。しかしながら、カウントは、デバ
イスを接続モードで測定するだけであるので、正確でないことがある。さらに、そのよう
なポーリング手順は、一定の時間間隔中に起動し、カウント要求に応答するために無線リ
ソースを費やすようにデバイスに要求することがある。
【発明の概要】
【０００７】
　[0007]　以下で、１つまたは複数の態様の基本的理解を与えるために、そのような態様
の簡略化された概要を提示する。この概要は、すべての企図された態様の包括的な概観で
はなく、すべての態様の主要または重要な要素を識別するものでも、いずれかまたはすべ
ての態様の範囲を定めるものでもない。その唯一の目的は、後で提示するより詳細な説明
の導入として、１つまたは複数の態様のいくつかの概念を簡略化された形で提示すること
である。
【０００８】
　[0008]　１つまたは複数の態様およびそれの対応する開示に従って、本開示では、ブロ
ードキャストデータサービスのためのカウント手順を改善することに関する様々な態様に
ついて説明する。たとえば、アイドルモードデバイスを考慮すること、無線リソースをよ
り効率的に利用することなどを行う様々なカウント手順について説明する。一例では、ブ
ロードキャストサービスのための登録を受信したときにネットワークがデバイスをカウン
トした場合に、登録ベースのカウントが行われ得る。別の例では、ネットワークは、カウ
ントを可能にすべきかどうか、および／またはサービスを受信するために現在登録されて
いるデバイスの数に基づいて改良されたカウントについてのカウント要求を送るべきかど
うかを決定することができる。その上、たとえば、アイドルモードデバイスは、カウント
要求などに応答して、ランダムアクセス手順の一部としてカウントを報告することができ
る。これは、（たとえば、カウント要求に応答すること以外の目的のために）デバイスが
アクティブモードに切り替わるまで報告を据え置くことを含むことができる。他の例では
、カウントは、ブロードキャストサービスをアクティブ／非アクティブにすること、デバ
イスによる自律報告など、他のデバイスベースの挙動に基づくことができる。
【０００９】
　[0009]　一例によれば、ブロードキャストデータに関係するデバイスをカウントするた
めの方法が提供される。本方法は、デバイスに関係するブロードキャストデータについて
の登録要求を受信することと、登録要求を受信することに部分的に基づいて登録カウント
を増分することとを含む。本方法は、登録カウントに部分的に基づいて１つまたは複数の
基地局からのデバイスのカウントを可能にすべきかどうかを決定することをさらに含む。
【００１０】
　[0010]　別の態様によれば、ブロードキャストデータに関係するデバイスをカウントす
るための装置が提供される。本装置は、デバイスに関係するブロードキャストデータにつ
いての登録要求を受信するための手段と、登録要求に部分的に基づいて登録カウントを増
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分するための手段。本装置は、登録カウントに部分的に基づいて１つまたは複数の基地局
にデバイスのカウントを要求すべきかどうかを決定するための手段をさらに含む。
【００１１】
　[0011]　さらに別の態様では、デバイスに関係するブロードキャストデータについての
登録要求を受信することと、登録要求に部分的に基づいて登録カウントを増分することと
、登録カウントに部分的に基づいて１つまたは複数の基地局にデバイスのカウントを要求
すべきかどうかを決定することとを行うように構成された少なくとも１つのプロセッサを
含む、ワイヤレス通信のための装置が提供される。本装置は、少なくとも１つのプロセッ
サに結合されたメモリをさらに含む。
【００１２】
　[0012]　さらに、別の態様では、少なくとも１つのコンピュータに、デバイスに関係す
るブロードキャストデータについての登録要求を受信させるためのコードを有する非一時
的コンピュータ可読媒体を含む、ブロードキャストデータに関係するデバイスをカウント
するためのコンピュータプログラム製品が提供される。コンピュータ可読媒体は、少なく
とも１つのコンピュータに、登録要求に部分的に基づいて登録カウントを増分させるため
のコードと、少なくとも１つのコンピュータに、登録カウントに部分的に基づいて１つま
たは複数の基地局にデバイスのカウントを要求すべきかどうかを決定させるためのコード
とをさらに含む。
【００１３】
　[0013]　その上、一態様では、デバイスに関係するブロードキャストデータについての
登録要求を受信するための登録情報受信構成要素と、登録要求に部分的に基づいて登録カ
ウントを増分するためのデバイスカウント構成要素とを含む、ブロードキャストデータに
関係するデバイスをカウントするための装置が提供される。本装置は、登録カウントに部
分的に基づいて１つまたは複数の基地局にデバイスのカウントを要求すべきかどうかを決
定するためのカウント要求決定構成要素をさらに含む。
【００１４】
　[0014]　別の例によれば、マルチキャストブロードキャストデータについてのカウント
要求に応答するための方法が提供される。本方法は、基地局とアイドルモードで通信して
いる間に基地局からカウント要求を受信することと、基地局と通信するためにアクティブ
モードに切り替えることとを含む。本方法は、アクティブモードである間にカウント要求
に応答することをさらに含む。
【００１５】
　[0015]　別の態様では、基地局とのブロードキャスト通信のための装置が提供される。
本装置は、基地局とアイドルモードで通信している間に基地局からブロードキャストデー
タを受信することに関係するカウント要求を受信するための手段と、基地局と通信するた
めにアクティブモードに切り替えるための手段とを含む。本装置は、アクティブモードで
ある間にカウント要求に応答するための手段をさらに含む。
【００１６】
　[0016]　さらに別の態様では、基地局とアイドルモードで通信している間に基地局から
ブロードキャストデータを受信することに関係するカウント要求を受信することと、基地
局と通信するためにアクティブモードに切り替えることと、アクティブモードである間に
前記カウント要求に応答することとを行うように構成された少なくとも１つのプロセッサ
を含む、ワイヤレス通信のための装置が提供される。本装置は、少なくとも１つのプロセ
ッサに結合されたメモリをさらに含む。
【００１７】
　[0017]　さらに、別の態様では、少なくとも１つのコンピュータに、基地局とアイドル
モードで通信している間に基地局からブロードキャストデータを受信することに関係する
カウント要求を受信させるためのコードを有する非一時的コンピュータ可読媒体を含む、
基地局とのブロードキャスト通信のためのコンピュータプログラム製品が提供される。コ
ンピュータ可読媒体は、少なくとも１つのコンピュータに、基地局と通信するためにアク
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ティブモードに切り替えさせるためのコードと、少なくとも１つのコンピュータに、アク
ティブモードである間にカウント要求に応答させるためのコードとをさらに含む。
【００１８】
　[0018]　その上、一態様では、基地局とアイドルモードで通信している間に基地局から
ブロードキャストデータを受信することに関係するカウント要求を受信するためのカウン
ト要求受信構成要素と、基地局と通信するためにアクティブモードに切り替えるための通
信モード構成要素とを含む、基地局とのブロードキャスト通信のための装置が提供される
。本装置は、アクティブモードである間にカウント要求に応答するためのカウント要求応
答構成要素をさらに含む。
【００１９】
　[0019]　上記および関係する目的を達成するために、１つまたは複数の態様は、以下で
十分に説明し、特に特許請求の範囲で指摘する特徴を備える。以下の説明および添付の図
面に、１つまたは複数の態様のうちのいくつかの例示的な特徴を詳細に記載する。ただし
、これらの特徴は、様々な態様の原理を採用することができる様々な方法のほんのいくつ
かを示すものであり、この説明は、すべてのそのような態様およびそれらの均等物を含む
ものとする。
【００２０】
　[0020]　添付の図面とともに以下に説明する開示する態様は、開示する態様を限定する
ためではなく、開示する態様を例示するために与えられ、同様の表示は同様の要素を示す
。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】[0021]　本明細書で説明する実施形態による多元接続ワイヤレス通信システムの
図。
【図２】[0022]　本明細書で説明する実施形態による通信システムのブロック図。
【図３】[0023]　ブロードキャストデータ通信を行うためのワイヤレス通信ネットワーク
のブロック図。
【図４】[0024]　ワイヤレス通信システムにおいて利用され得る様々な構成要素のブロッ
ク図。
【図５】[0025]　ブロードキャストデータを通信する基地局からの例示的な通信構成の図
。
【図６】[0026]　デバイス登録をカウントするための例示的なシステムの一態様の図。
【図７】[0027]　ブロードキャストデータを受信するために登録しているデバイスをカウ
ントするための例示的なシステムの一態様の図。
【図８】[0028]　ハイパーテキスト転送プロトコルを介してブロードキャストデータを受
信するために登録しているデバイスをカウントするための例示的なシステムの一態様の図
。
【図９】[0029]　ブロードキャストデータをデバイス受信するデバイス、またはブロード
キャストデータを受信することに関心があるデバイスのカウントを要求するための例示的
なシステムの一態様の図。
【図１０】[0030]　アイドルモード通信中に受信されたカウント要求に応答するための例
示的なシステムの一態様の図。
【図１１】[0031]　アイドルモードデバイスを含む、ブロードキャストデータを受信する
デバイス、またはブロードキャストデータを受信することに関心があるデバイスをカウン
トするための例示的なシステムの一態様の図。
【図１２】[0032]　ブロードキャストサービスのアクティブ化／非アクティブ化に基づい
て、ブロードキャストデータを受信するデバイス、またはブロードキャストデータを受信
することに関心があるデバイスをカウントするための例示的なシステムの一態様の図。
【図１３】[0033]　ある時間期間後にカウント要求に応答することによって、ブロードキ
ャストデータを受信するデバイス、またはブロードキャストデータを受信することに関心
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があるデバイスをカウントするための例示的なシステムの一態様の図。
【図１４】[0034]　ブロードキャストデータを取得するための方法の一態様のフローチャ
ート。
【図１５】[0035]　登録カウントに基づいてカウントを可能にすべきかどうかを決定する
ための方法の一態様のフローチャート。
【図１６】[0036]　登録カウントに基づいてマルチキャストブロードキャストサービスを
アクティブにすべきかどうかを決定するための方法の一態様のフローチャート。
【図１７】[0037]　カウント要求に応答するための方法の一態様のフローチャート。
【図１８】[0038]　登録カウントに基づいてカウントを可能にすべきかどうかを決定する
例示的なシステムのブロック図。
【図１９】[0039]　カウント要求に応答する例示的なシステムのブロック図。
【図２０】[0040]　本明細書で説明する態様による例示的なモバイルデバイスの一態様の
ブロック図。
【図２１】[0041]　本明細書で説明する態様によるコンピュータデバイスの一態様のブロ
ック図。
【図２２】[0042]　本明細書で説明する態様による例示的なシステムのブロック図。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　[0043]　次に、図面を参照しながら様々な態様について説明する。以下の説明では、説
明のために、１つまたは複数の態様の完全な理解を与えるために多数の具体的な詳細を記
載する。ただし、そのような（１つまたは複数の）態様は、これらの具体的な詳細なしに
実施され得ることは明らかであろう。
【００２３】
　[0044]　本明細書では、１つまたは複数のブロードキャストサービスからデータを受信
し、および／または受信することを望むデバイスのカウントを改善することに関係する様
々な考慮事項についてさらに説明する。たとえば、カウントは、ブロードキャストサービ
スのためのデバイス登録に基づくことができる。したがって、たとえば、デバイスから登
録要求を受信すると、ネットワークがデバイスのカウントを増分することができる（たと
えば、および／または登録解除要求を受信するとカウントを減分することができる）。さ
らに、ネットワークは、基地局によって報告された登録デバイスの数に部分的に基づいて
カウント要求を送信することによって、より正確なカウントを取得すべきかどうかを決定
することができる。別の例では、アイドルモードで通信しているデバイスは、デバイスが
アクティブモードに切り替わり、カウント応答を送信することを可能にすることによって
カウントされ得る。一例では、デバイスは、別の目的のためにアクティブモードに切り替
わることができるが、アクティブモードである間に前のカウント要求に応答することがで
きる。その上、他の例では、デバイスは、カウントを基地局に自律的に報告すること、ブ
ロードキャストデータを受信することをアクティブ／非アクティブにしたときにカウント
を報告することなどができる。
【００２４】
　[0045]　本出願で使用する「構成要素」、「モジュール」、「システム」などの用語は
、限定はしないが、ハードウェア、ファームウェア、ハードウェアとソフトウェアの組合
せ、ソフトウェア、または実行中のソフトウェアなど、コンピュータ関係のエンティティ
を含むものとする。たとえば、構成要素は、プロセッサ上で実行されるプロセス、プロセ
ッサ、オブジェクト、実行ファイル、実行スレッド、プログラム、および／またはコンピ
ュータであり得るが、これらに限定されない。例として、コンピューティングデバイス上
で実行されるアプリケーションと、そのコンピューティングデバイスの両方が構成要素で
あり得る。１つまたは複数の構成要素がプロセスおよび／または実行スレッド内に常駐す
ることができ、１つの構成要素が１つのコンピュータ上に配置され得、および／または２
つ以上のコンピュータ間に分散され得る。さらに、これらの構成要素は、様々なデータ構
造を記憶している様々なコンピュータ可読媒体から実行することができる。これらの構成
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要素は、信号を介して、ローカルシステム、分散システム内の別の構成要素と相互作用し
、ならびに／あるいはインターネットなどのネットワーク上で他のシステムと相互作用す
る１つの構成要素からのデータのような、１つまたは複数のデータパケットを有する信号
に従うことなどによって、ローカルプロセスおよび／またはリモートプロセスを介して通
信し得る。
【００２５】
　[0046]　さらに、本明細書では、ワイヤード端末またはワイヤレス端末とすることがで
きる端末に関する様々な態様について説明する。端末は、システム、デバイス、加入者ユ
ニット、加入者局、移動局、モバイル、モバイルデバイス、リモート局、リモート端末、
アクセス端末、ユーザ端末、端末、通信デバイス、ユーザエージェント、ユーザデバイス
、またはユーザ機器（ＵＥ）と呼ばれることもある。ワイヤレス端末は、セルラー電話、
衛星フォン、コードレス電話、セッション開始プロトコル（ＳＩＰ）フォン、ワイヤレス
ローカルループ（ＷＬＬ）局、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ワイヤレス接続機能を有するハ
ンドヘルドデバイス、コンピューティングデバイス、タブレット、スマートブック、ネッ
トブック、またはワイヤレスモデムに接続された他の処理デバイスなどであり得る。さら
に、本明細書では基地局に関する様々な態様について説明する。基地局は、（１つまたは
複数の）ワイヤレス端末と通信するために利用され得、アクセスポイント、ノードＢ、発
展型ノードＢ（ｅＮＢ）、または何らかの他の用語で呼ばれることもある。
【００２６】
　[0047]　さらに、「または」という用語は、排他的な「または」ではなく、包括的な「
または」を意味するものとする。すなわち、別段に規定されていない限り、または文脈か
ら明らかでない限り、「ＸはＡまたはＢを使用する」という句は、自然包括的並べ替えの
いずれかを意味するものとする。すなわち、「ＸはＡまたはＢを使用する」という句は、
ＸがＡを使用する場合、ＸがＢを使用する場合、またはＸがＡとＢの両方を使用する場合
のいずれによっても満たされる。さらに、本出願および添付の特許請求の範囲で使用する
冠詞「ａ」および「ａｎ」は、別段に規定されていない限り、または単数形を示すことが
文脈から明らかでない限り、概して「１つまたは複数」を意味するものと解釈すべきであ
る。
【００２７】
　[0048]　本明細書で説明する技法は、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、Ｓ
Ｃ－ＦＤＭＡおよび他のシステムなど、様々なワイヤレス通信システムに使用され得る。
「システム」および「ネットワーク」という用語は、しばしば互換的に使用される。ＣＤ
ＭＡシステムは、Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅ
ｓｓ（ＵＴＲＡ）、ｃｄｍａ２０００などの無線技術を実装し得る。ＵＴＲＡは、Ｗｉｄ
ｅｂａｎｄ－ＣＤＭＡ（Ｗ－ＣＤＭＡ）およびＣＤＭＡの他の変形態を含む。さらに、ｃ
ｄｍａ２０００は、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５およびＩＳ－８５６規格をカバーする。
ＴＤＭＡシステムは、Ｇｌｏｂａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｃｏｍｍｕ
ｎｉｃａｔｉｏｎｓ（ＧＳＭ）（登録商標）などの無線技術を実装し得る。ＯＦＤＭＡシ
ステムは、Ｅｖｏｌｖｅｄ　ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、Ｕｌｔｒａ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｂ
ｒｏａｄｂａｎｄ（ＵＭＢ）、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ）、ＩＥＥＥ８０２．
１６（ＷｉＭＡＸ）、ＩＥＥＥ８０２．２０、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭ（登録商標）などの
無線技術を実装し得る。ＵＴＲＡおよびＥ－ＵＴＲＡは、Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉ
ｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｙｓｔｅｍ（ＵＭＴＳ）の一部である。
３ＧＰＰ　Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ（ＬＴＥ）は、ダウンリンク上では
ＯＦＤＭＡを採用し、アップリンク上ではＳＣ－ＦＤＭＡを採用するＥ－ＵＴＲＡを使用
するＵＭＴＳのリリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ／ＬＴＥ－
ＡｄｖａｎｃｅｄおよびＧＳＭは、「３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓ
ｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ」（３ＧＰＰ）と称する団体からの文書に記載されている。さら
に、ＣＤＭＡ２０００およびＵＭＢは、「３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅ
ｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ　２」（３ＧＰＰ２）と称する団体からの文書に記載されて
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いる。さらに、そのようなワイヤレス通信システムは、不対無許可スペクトル（unpaired
 unlicensed spectrums）、８０２．ｘｘワイヤレスＬＡＮ、ＢＬＵＥＴＯＯＴＨ（登録
商標）および任意の他の短距離または長距離ワイヤレス通信技法をしばしば使用するピア
ツーピア（たとえば、モバイルツーモバイル）アドホックネットワークシステムをさらに
含み得る。
【００２８】
　[0049]　様々な態様または特徴が、いくつかのデバイス、構成要素、モジュールなどを
含み得るシステムに関して提示される。様々なシステムは、追加のデバイス、構成要素、
モジュールなどを含み得、および／または各図に関連して論じるデバイス、構成要素、モ
ジュールなどのすべてを含まないことがあることを理解および諒解されたい。これらの手
法の組合せも使用され得る。
【００２９】
　[0050]　図１を参照すると、一実施形態による多元接続ワイヤレス通信システムが示さ
れている。アクセスポイント１００（ＡＰ）は複数のアンテナグループを含み、あるアン
テナグループは１０４と１０６とを含み、別のアンテナグループは１０８と１１０とを含
み、追加のアンテナグループは１１２と１１４とを含む。図１では、アンテナグループご
とに２つのアンテナのみが示されているが、アンテナグループごとにより多いまたはより
少ないアンテナが利用され得る。アクセス端末１１６（ＡＴ）はアンテナ１１２および１
１４と通信しており、アンテナ１１２および１１４は、順方向リンク１２０上でアクセス
端末１１６に情報を送信し、逆方向リンク１１８上でアクセス端末１１６から情報を受信
する。アクセス端末１２２はアンテナ１０４および１０６と通信しており、アンテナ１０
４および１０６は、順方向リンク１２６上でアクセス端末１２２に情報を送信し、逆方向
リンク１２４上でアクセス端末１２２から情報を受信する。周波数分割複信（ＦＤＤ）シ
ステムでは、通信リンク１１８、１２０、１２４および１２６は、通信のための異なる周
波数を使用し得る。たとえば、順方向リンク１２０は、逆方向リンク１１８によって使用
される周波数とは異なる周波数を使用し得る。
【００３０】
　[0051]　アンテナの各グループ、および／またはアンテナが通信するように設計された
エリアは、しばしば、アクセスポイントのセクタと呼ばれる。いくつかの態様では、アン
テナグループはそれぞれ、アクセスポイント１００によってカバーされるエリアのセクタ
内でアクセス端末に通信するように設計される。
【００３１】
　[0052]　順方向リンク１２０および１２６上の通信では、アクセスポイント１００の送
信アンテナは、異なるアクセス端末１１６および１２２に対して順方向リンクの信号対雑
音比を改善するためにビーム形成を利用し得る。また、アクセスポイントが、ビームフォ
ーミングを使用して、そのカバレージ中にランダムに分散されたアクセス端末に送信する
ほうが、アクセスポイントが単一のアンテナを介してすべてのそのアクセス端末に送信す
るよりも、隣接セル中のアクセス端末への干渉が小さくなる。
【００３２】
　[0053]　アクセスポイントは、端末との通信に使用される固定局であり得、アクセスポ
イント、ノードＢ、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）、または何らかの他の用語で呼ばれること
もある。アクセス端末は、アクセス端末、ＵＥ、デバイス、ワイヤレス通信デバイス、端
末、アクセス端末またはいくつかの他の用語で呼ばれることもある。その上、アクセスポ
イントは、マクロセルアクセスポイント、フェムトセルアクセスポイント、ピコセルアク
セスポイントなどであり得る。
【００３３】
　[0054]　様々な実施形態では、本明細書で説明するように、１つまたは複数のセグメン
ト、あるいは１つまたは複数の拡張キャリアが標準キャリア（regular carrier）にリン
クして複合帯域幅（composite bandwidth）が生じることがあり、ＵＥは複合帯域幅によ
り、ｅＮＢに情報を送信すること、および／またはｅＮＢから情報を受信することができ
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る。
【００３４】
　[0055]　図２に、例示的なワイヤレス通信システム２００を示す。ワイヤレス通信シス
テム２００には、簡潔のために、１つの基地局２１０と、１つのモバイルデバイス２５０
とを示してある。ただし、システム２００は、２つ以上の基地局および／または２つ以上
のモバイルデバイスを含むことができ、追加の基地局および／またはモバイルデバイスは
、以下で説明する例示的な基地局２１０およびモバイルデバイス２５０と実質的に同様ま
たは異なるものであり得ることを諒解されたい。さらに、基地局２１０および／またはモ
バイルデバイス２５０は、それらの間のワイヤレス通信を可能にするために、本明細書で
説明するシステムおよび方法を採用することができることを諒解されたい。たとえば、本
明細書で説明するシステムおよび／または方法の構成要素または機能は、以下で説明する
メモリ２３２および／または２７２あるいはプロセッサ２３０および／または２７０の一
部であり得、ならびに／あるいは開示する機能を実行するためにプロセッサ２３０および
／または２７０によって実行され得る。
【００３５】
　[0056]　基地局２１０において、いくつかのデータストリームのトラフィックデータが
データソース２１２から送信（ＴＸ）データプロセッサ２１４に与えられる。一例によれ
ば、各データストリームは、それぞれのアンテナを介して送信され得る。ＴＸデータプロ
セッサ２１４は、トラフィックデータストリーム用に選択された特定のコーディング方式
に基づいてそのデータストリームをフォーマットし、コーディングし、インタリーブして
、コード化データを与える。
【００３６】
　[0057]　各データストリームのコード化データは、直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）
技法を使用してパイロットデータと多重化され得る。追加または代替として、パイロット
シンボルは、周波数分割多重（ＦＤＭ）、時分割多重（ＴＤＭ）、または符号分割多重（
ＣＤＭ）され得る。パイロットデータは、一般に、知られている方法で処理される知られ
ているデータパターンであり、チャネル応答を推定するためにモバイルデバイス２５０に
おいて使用され得る。各データストリームの多重化されたパイロットおよびコード化デー
タは、そのデータストリーム用に選択された特定の変調方式（たとえば、２位相偏移キー
イング（ＢＰＳＫ）、４位相偏移キーイング（ＱＰＳＫ）、Ｍ位相偏移キーイング（Ｍ－
ＰＳＫ）、多値直交振幅変調（Ｍ－ＱＡＭ）など）に基づいて変調（たとえば、シンボル
マッピング）され得、変調シンボルを与えることができる。各データストリームのデータ
速度、コーディング、および変調は、プロセッサ２３０によって実行または与えられる命
令によって決定され得る。
【００３７】
　[0058]　データストリームの変調シンボルはＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ２２０に与えら
れ、ＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ２２０は、（たとえば、ＯＦＤＭ用に）変調シンボルをさ
らに処理することができる。次いで、ＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ２２０はＮT個の変調シ
ンボルストリームをＮT個の送信機（ＴＭＴＲ）２２２ａ～２２２ｔに与える。様々な実
施形態では、ＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ２２０は、データストリームのシンボルと、シン
ボルの送信元であるアンテナとにビームフォーミング重みを適用する。
【００３８】
　[0059]　各送信機２２２は、それぞれのシンボルストリームを受信し、処理して、１つ
または複数のアナログ信号を与え、さらに、それらのアナログ信号を調整（たとえば、増
幅、フィルタ処理、およびアップコンバート）して、ＭＩＭＯチャネルを介して送信する
のに適した変調信号を与える。さらに、送信機２２２ａ～２２２ｔからのＮT個の変調信
号は、それぞれＮT個のアンテナ２２４ａ～２２４ｔから送信される。
【００３９】
　[0060]　モバイルデバイス２５０では、送信された被変調信号はＮR個のアンテナ２５
２ａ～２５２ｒによって受信され、各アンテナ２５２からの受信信号は、それぞれの受信
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機（ＲＣＶＲ）２５４ａ～２５４ｒに与えられる。各受信機２５４は、それぞれの信号を
調整（たとえば、フィルタ処理、増幅、およびダウンコンバート）し、調整された信号を
デジタル化してサンプルを与え、さらに、それらのサンプルを処理して、対応する「受信
」シンボルストリームを与える。
【００４０】
　[0061]　ＲＸデータプロセッサ２６０は、ＮR個の受信機２５４からＮR個の受信シンボ
ルストリームを受信し、特定の受信機処理技法に基づいて処理して、ＮT個の「検出」シ
ンボルストリームを与えることができる。ＲＸデータプロセッサ２６０は、各検出シンボ
ルストリームを復調し、デインタリーブし、復号して、データストリームのトラフィック
データを復元することができる。ＲＸデータプロセッサ２６０による処理は、基地局２２
０においてＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ２１４およびＴＸデータプロセッサ２１０によって
実行される処理と相補的である。
【００４１】
　[0062]　逆方向リンクメッセージは、通信リンクおよび／または受信データストリーム
に関する様々なタイプの情報を含むことができる。逆方向リンクメッセージは、データソ
ース２３６から複数のデータストリームのトラフィックデータをも受信するＴＸデータプ
ロセッサ２３８によって処理され、変調器２８０によって変調され、送信機２５４ａ～２
５４ｒによって調整され、基地局２１０に返信され得る。
【００４２】
　[0063]　基地局２１０において、モバイルデバイス２５０からの被変調信号は、アンテ
ナ２２４によって受信され、受信機２２２によって調整され、復調器２４０によって復調
され、ＲＸデータプロセッサ２４２によって処理されて、モバイルデバイス２５０によっ
て送信された逆方向リンクメッセージが抽出される。さらに、プロセッサ２３０は、抽出
されたメッセージを処理して、ビームフォーミング重みを決定するためにどのプリコーデ
ィング行列を使用すべきかを決定することができる。
【００４３】
　[0064]　プロセッサ２３０および２７０は、それぞれ基地局２１０およびモバイルデバ
イス２５０における動作を指示（たとえば、制御、調整、管理など）することができる。
それぞれのプロセッサ２３０および２７０は、プログラムコードおよびデータを記憶する
メモリ２３２および２７２に関連付けられ得る。その上、プロセッサ２３０および２７０
は、本明細書でさらに説明するカウント手順を実行するのを支援することができる。たと
えば、プロセッサ２３０および２７０は、そのようなカウントに関して説明する機能を実
行することができ、ならびに／あるいはメモリ２３２および２７２は、そのような機能お
よび／またはそれに関係するデータを記憶することができる。
【００４４】
　[0065]　一態様では、論理チャネルは、制御チャネルとトラフィックチャネルとに分類
される。論理制御チャネルは、システム制御情報をブロードキャストするためのＤＬチャ
ネルであるブロードキャスト制御チャネル（ＢＣＣＨ）、ページング情報を転送するＤＬ
チャネルであるページング制御チャネル（ＰＣＣＨ）、ならびに１つまたは複数のマルチ
キャストトラフィックチャネル（ＭＴＣＨ）のためのマルチメディアブロードキャストお
よびマルチキャストサービス（ＭＢＭＳ：Multimedia Broadcast and Multicast Service
）スケジューリングおよび制御情報を送信するために使用されるポイントツーマルチポイ
ントＤＬチャネルを含み得るマルチキャスト制御チャネル（ＭＣＣＨ）を含み得る。概し
て、無線リソース制御（ＲＲＣ）接続を確立した後、このチャネルは、ＭＢＭＳを受信す
るＵＥによって使用される。専用制御チャネル（ＤＣＣＨ）は、専用制御情報を送信する
ポイントツーポイント双方向チャネルであり、ＲＲＣ接続を有するＵＥによって使用され
る。一態様では、論理トラフィックチャネルは、ユーザ情報を転送するための１つのＵＥ
に専用のポイントツーポイント双方向チャネルである専用トラフィックチャネル（ＤＴＣ
Ｈ）を含む。また、トラフィックデータを送信するためのポイントツーマルチポイントＤ
ＬチャネルのためのＭＴＣＨが使用され得る。
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【００４５】
　[0066]　一態様では、トランスポートチャネルは、ＤＬとＵＬとに分類される。ＤＬト
ランスポートチャネルは、ブロードキャストチャネル（ＢＣＨ）、ダウンリンク共有デー
タチャネル（ＤＬ－ＳＤＣＨ）、およびページングチャネル（ＰＣＨ）を含み得る。ＰＣ
Ｈは、（たとえば、ネットワークが、間欠受信、またはＤＲＸ、サイクルをＵＥに示す）
ＵＥ電力節約機能のサポートのために使用され得、セル全体にわたってブロードキャスト
され、他の制御／トラフィックチャネルのために使用され得るＰＨＹリソースにマッピン
グされ得る。ＵＬトランスポートチャネルは、ランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）、
要求チャネル（ＲＥＱＣＨ）、アップリンク共有データチャネル（ＵＬ－ＳＤＣＨ）、お
よび複数のＰＨＹチャネルを含み得る。ＰＨＹチャネルは、ＤＬチャネルとＵＬチャネル
とのセットを含み得る。
【００４６】
　[0067]　ＤＬ　ＰＨＹチャネルは、共通パイロットチャネル（ＣＰＩＣＨ）、同期チャ
ネル（ＳＣＨ）、共通制御チャネル（ＣＣＣＨ）、共有ＤＬ制御チャネル（ＳＤＣＣＨ）
、マルチキャスト制御チャネル（ＭＣＣＨ）、共有ＵＬ割当てチャネル（ＳＵＡＣＨ）、
肯定応答チャネル（ＡＣＫＣＨ）、ＤＬ物理共有データチャネル（ＤＬ－ＰＳＤＣＨ）、
ＵＬ電力制御チャネル（ＵＰＣＣＨ）、ページングインジケータチャネル（ＰＩＣＨ）、
負荷インジケータチャネル（ＬＩＣＨ）を含み得る。
【００４７】
　[0068]　ＵＬ　ＰＨＹチャネルは、物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）、チ
ャネル品質インジケータチャネル（ＣＱＩＣＨ）、肯定応答チャネル（ＡＣＫＣＨ）、ア
ンテナサブセットインジケータチャネル（ＡＳＩＣＨ）、共有要求チャネル（ＳＲＥＱＣ
Ｈ）、ＵＬ物理共有データチャネル（ＵＬ－ＰＳＤＣＨ）、およびブロードバンドパイロ
ットチャネル（ＢＰＩＣＨ）を含み得る。
【００４８】
　[0069]　図３に、ＬＴＥシステムにおいて使用するネットワーク３００のブロック図を
示す。いくつかの態様では、ネットワーク３００は、発展型ＵＭＴＳ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒ
ｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ（Ｅ－ＵＴＲＡＮ）を含む。Ｅ－Ｕ
ＴＲＡＮは、１つまたは複数のＵＥにワイヤレスマルチメディアサービス、たとえばＭＢ
ＭＳを提供するために使用され得る。たとえば、ＭＢＭＳは、モバイルテレビジョン、フ
ィルムまたは他のオーディオビジュアル作品の提供、およびデジタル新聞などの他のコン
テンツの配信を含み得る。Ｅ－ＵＴＲＡＮは、マルチキャストブロードキャスト単一周波
数ネットワーク（ＭＢＳＦＮ：Multicast Broadcast Single Frequency Network）を実装
するために利用され得る。ＭＢＳＦＮでは、同等の波形は、その波形が、波形を受信する
ＵＥによって単一の送信として経験されるように、複数のセルから実質的に同時に送信さ
れ得る。いくつかの態様では、ネットワーク３００は、混合キャリアＭＢＳＦＮを実装す
る。
【００４９】
　[0070]　ネットワーク３００はｅＮＢ３０２を含み得る。上記で説明したように、ｅＮ
Ｂ３０２は、アクセスポイント、たとえばＡＰ１００を含み得る。ｅＮＢは、たとえば、
図１に示すように、１つまたは複数のＵＥとワイヤレス通信し得る。このようにして、Ｍ
ＢＭＳは、ネットワーク３００と通信しているＵＥにワイヤレス送信され得る。単一のｅ
ＮＢ３０２が図３に示されているが、ネットワーク３００では複数のｅＮＢが実装され得
る。
【００５０】
　[0071]　ネットワーク３００は、インターフェースＭ２を介してｅＮＢ３０２と通信し
ているマルチセル／マルチキャスト協調エンティティ（ＭＣＥ：Multicell/Multicast Co
ordination Entity）３０４をさらに含み得る。ＭＣＥ３０４は、ＭＢＭＳコンテンツお
よびリソースを管理する。いくつかの態様では、ＭＣＥ３０４は、１つまたは複数のＭＢ
ＭＳを配信するモードを決定する。たとえば、ＭＣＥ３０４は、ｅＮＢ３０２がＭＢＭＳ
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をＵＥにポイントツーポイント（ｐ－ｔ－ｐ、本明細書ではユニキャストとも呼ぶ）送信
を使用して提供すべきか、またはポイントツーマルチポイント（ｐ－ｔ－ｍ、本明細書で
はマルチキャストとも呼ぶ）送信を使用して提供すべきか、あるいはその２つの間でいつ
遷移すべきか（たとえば、それは１つまたは複数のサービスを要求するデバイスのカウン
トに基づくことができる）を決定することなどによってネットワークリソースを最適化し
得る。さらに、ＭＣＥ３０４は、ＭＢＳＦＮ中のすべてのｅＮＢによって使用される時間
および周波数無線リソースを割り振り得る。したがって、複数のｅＮＢは、たとえば、そ
れぞれのＭ２インターフェースを介してＭＣＥ３０４と通信していることがある。Ｍ２イ
ンターフェースは、たとえば、ｅＮＢ３０２にセッション制御シグナリングを搬送する制
御プレーンインターフェースを含み得る。このシグナリングは、マルチセルＭＢＳＦＮ送
信のための無線構成データを含み得る。
【００５１】
　[0072]　ネットワーク３００は、インターフェースＭ３を介してＭＣＥ３０４と通信し
ているモビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ：Mobility Management Entity）３０６をさ
らに含み得る。ＭＭＥ３０６は、ページングすること、再送信を含むこと、アイドルモー
ドであるＵＥを追跡することを担当することができる。ＭＭＥ３０６は、ベアラアクティ
ブ化／非アクティブ化プロセスにおいて使用され得、また、ＵＥが初めにアタッチした時
に、およびハンドオーバの時にＵＥのためのサービングゲートウェイを選定することを担
当し得る。ＭＭＥ３０６は、ユーザを認証することをさらに担当し得る。Ｍ３インターフ
ェースは、たとえば、セッション制御シグナリングを搬送する制御プレーンインターフェ
ースを含み得る。このシグナリングは、セッション開始および停止メッセージを含み得る
。
【００５２】
　[0073]　ネットワーク３００は、インターフェースＭ１を介してｅＮＢ３０２と通信し
ているＭＢＭＳゲートウェイ（ＧＷ）３０８をさらに含み得る。ＭＢＭＳ　ＧＷ３０８は
、サービスエリア内のすべてのｅＮＢにパケットをブロードキャストし得る。ＭＢＭＳ　
ＧＷ３０８は、ＭＢＭＳセッション管理をさらに担当し得る。Ｍ１インターフェースは、
ユーザプレーンインターフェースを含み得る。Ｍ１インターフェースは、ｅＮＢへのパケ
ットの配信のためにＩＰマルチキャストプロトコルを使用し得る。
【００５３】
　[0074]　ネットワーク３００は、ＭＢＭＳ　ＧＷ３０８と通信しているブロードキャス
ト／マルチキャストサービスセンター（ＢＭ－ＳＣ）３１２をさらに含み得る。ＢＭ－Ｓ
Ｃ３１２は、コンテンツプロバイダまたはネットワーク３００の外部の他のブロードキャ
スト／マルチキャストソースのためのエントリポイントとして働くことができる。いくつ
かの態様では、ＢＭ－ＳＣ３１２は、どのＵＥがサービスに登録することを許されるかを
決定し、たとえば、サービスのデータベース中でどのＵＥが所与のサービスに現在登録さ
れているかの記録を記憶する。ＢＭ－ＳＣ３１２はまた、ブロードキャストおよびマルチ
キャストセッションをスケジュールし、ＭＢＭＳセッション告知を行い得る。いくつかの
態様では、ネットワーク３００の要素３０２～３１２間のインターフェース（たとえば、
Ｍ１～Ｍ３インターフェース、Ｓm、およびＳＧインターフェース）は、ネットワークバ
ックエンドまたはバックホール（backhaul）と呼ばれることがある。
【００５４】
　[0075]　図４に、図１および／または図３に示したネットワーク３００に関して説明す
るワイヤレス通信システム内で採用され得るデバイス４００において利用され得る様々な
構成要素を示す。デバイス４００は、本明細書で説明する様々な方法を実装するように構
成され得るデバイスの例である。ワイヤレスデバイス４００は、図１～図３に示したデバ
イスのうちのいずれかを実装し得る。
【００５５】
　[0076]　デバイス４００は、デバイス４００の動作を制御するプロセッサ４０４を含み
得る。プロセッサ４０４は中央処理装置（ＣＰＵ）と呼ばれることもある。読取り専用メ
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モリ（ＲＯＭ）とランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）の両方を含み得るメモリ４０６は、
命令とデータとをプロセッサ４０４に与える。メモリ４０６の一部分は不揮発性ランダム
アクセスメモリ（ＮＶＲＡＭ）をも含み得る。プロセッサ４０４は、メモリ４０６内に記
憶されたプログラム命令に基づいて、論理および演算動作を実行し得る。メモリ４０６中
の命令は、本明細書で説明する方法を実装するように実行可能であり得る。いくつかの態
様では、プロセッサ４０４は、ＴＸデータプロセッサ２１４または２３８と、ＴＸ　ＭＩ
ＭＯプロセッサ２２０と、プロセッサ２３０または２７０と、復調器２４０と、ＲＸデー
タプロセッサ２４２または２６０と、変調器２８０とのうちの１つまたは複数を実装する
。
【００５６】
　[0077]　プロセッサ４０４は、１つまたは複数のプロセッサとともに実装された処理シ
ステムを含み得るか、またはそれの構成要素であり得る。１つまたは複数のプロセッサは
、汎用マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）
、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、プログラマブル論理デバイス（
ＰＬＤ）、コントローラ、状態機械、ゲート論理、個別ハードウェア構成要素、専用ハー
ドウェア有限状態機械、あるいは情報の計算または他の操作を実行することができる任意
の他の好適なエンティティの任意の組合せを用いて実装され得る。
【００５７】
　[0078]　処理システムは、ソフトウェアを記憶するための機械可読媒体をも含み得る。
ソフトウェアは、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコード、ハー
ドウェア記述言語などの名称にかかわらず、任意のタイプの命令を意味すると広く解釈さ
れたい。命令は、（たとえば、ソースコード形式、バイナリコード形式、実行可能コード
形式、または任意の他の好適なコード形式の）コードを含み得る。命令は、１つまたは複
数のプロセッサによって実行されたとき、本明細書で説明する様々な機能を処理システム
に実行させる。
【００５８】
　[0079]　デバイス４００は、たとえばワイヤレスのおよび／または上記で説明したイン
ターフェースＭ１～Ｍ３のうちの１つを介した、データまたは命令の送信および受信を可
能にするために、送信機４１０と受信機４１２とを含み得るハウジング４０８をも含み得
る。送信機４１０と受信機４１２とは、組み合わされてトランシーバ４１４になり得る。
いくつかの態様では、単一または複数の送信アンテナは、ハウジング４０８に取り付けら
れ、トランシーバ４１４に電気的に結合され得る。たとえば、デバイス４００が、ＵＥま
たはＡＴ１１６、あるいはＡＰ１００またはｅＮＢ３０２を実装するために使用されると
きに、デバイス４００は、１つまたは複数のアンテナを含み得る。デバイス４００は、複
数の送信機、複数の受信機、および／または複数のトランシーバをも含み得る（図示せず
）。いくつかの態様では、送信機４１０は、図２に示した送信機２２２または２５４のう
ちの１つまたは複数を含む。いくつかの態様では、受信機４１２は、受信機２２２または
２５４のうちの１つまたは複数を含む。
【００５９】
　[0080]　いくつかの態様では、デバイス４００は、トランシーバ４１４によって受信さ
れた信号のレベルを検出および定量化するために使用され得る信号検出器４１８をも含む
。信号検出器４１８は、そのような信号を検出し、総エネルギー、シンボルごとのサブキ
ャリア当たりのエネルギー、電力スペクトル密度および他の信号に関してその信号を定量
化し得る。
【００６０】
　[0081]　デバイス４００は、信号を処理する際に使用するためのデジタル信号プロセッ
サ（ＤＳＰ）４２０をも含み得る。いくつかの態様では、ＤＳＰ４２０は、ＴＸデータプ
ロセッサ２１４または２３８と、ＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ２２０と、復調器２４０と、
ＲＸデータプロセッサ２４２または２６０と、変調器２８０とのうちの１つまたは複数を
実装する。
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【００６１】
　[0082]　デバイス４００の様々な構成要素は、データバスに加えて、電力バス、制御信
号バス、およびステータス信号バスを含み得るバスシステム４２２によって互いに結合さ
れ得る。デバイス４００は、当業者によって理解されるように、他の構成要素または要素
をさらに含み得る。
【００６２】
　[0083]　図５に、ｅＮＢ３０２またはＡＰ１００などのｅＮＢと、ＡＴ１１６または１
２２などのＵＥとの間の通信５０２を示す。通信５０２は、ＭＣＣＨを介して送信される
ものとして示されている。上記で説明したように、ＭＣＣＨは、ＭＢＭＳスケジューリン
グおよび制御情報を送信するために使用されるポイントツーマルチポイントＤＬチャネル
を含み得る。したがって、通信５０２は、ＵＥが使用するワイヤレスサービスに関する情
報を含み得る。その通信は、たとえば、サービスがいつ開始するか、およびサービスのパ
ラメータを示すために使用され得る。いくつかの態様では、通信５０２は、ＭＢＭＳベア
ラサービスを一意に識別し得る一時モバイルグループ識別情報（ＴＭＧＩ：Temporary Mo
bile Group Identity）を含む。ＴＭＧＩは、ＢＭ－ＳＣ３１２によって割り振られ、ｅ
ＮＢ３０２によるＵＥへの通信のためにＭＣＥ３０４に送られ得る。
【００６３】
　[0084]　通信５０２は、ｅＮＢから周期的にブロードキャストまたはマルチキャストさ
れ得る。各ブロードキャスト間の期間は、ＭＣＣＨ繰り返し期間と呼ばれる。ネットワー
ク３００などのネットワークは、ＭＣＣＨ情報の少なくとも一部を変更したとき、第１の
修正期間中に変更についてＵＥに通知し得る。次の修正期間において、ネットワークは、
更新されたＭＣＣＨ情報を送信し得る。たとえば、通信５０２ａは、たとえば、いくつか
のＭＢＭＳの利用可能性またはそれの配信に関するＭＣＣＨ情報の変更について、受信し
ているいかなるＵＥにも通知し得る。しかしながら、後続のＭＣＣＨ期間において送信さ
れる情報は、異なる情報を含むことができる。したがって、通信５０２ａにおいて変更通
知を受信すると、ＭＢＭＳサービスを受信することに関心があるＵＥは、通信５０２ｂか
ら、たとえば、修正期間ｎ＋１の開始から直ちに新しいＭＣＣＨ情報を収集し得る。ＵＥ
が新しいＭＣＣＨ情報を収集するまで、ＵＥは、前に収集されたＭＣＣＨ情報を適用し得
る。
【００６４】
　[0085]　いくつかの態様では、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）に対する
ＭＢＭＳ　ＲＮＴＩ（ＭＲＮＴＩ）などの無線ネットワーク一時識別子（ＲＮＴＩ）の指
示は、ＭＣＣＨ情報変更について、たとえばＲＲＣ＿ＩＤＬＥなど、アイドルモードのＵ
Ｅと、たとえば、ＲＲＣ＿ＣＯＮＮＥＣＴＥＤなど、ネットワークに接続されているモー
ドのＵＥとに通知するために使用される。たとえば、ＭＣＣＨ修正期間ｎ中に通信５０２
ａにおいてＭＣＣＨ情報変更通知を受信すると、ＵＥは、ＭＣＣＨ情報が、次の修正期間
境界、たとえば、ＭＣＣＨ修正期間ｎ＋１をもつ境界において変わることを知る。
【００６５】
　[0086]　図６に、ワイヤレスネットワークにおいてブロードキャストデータを受信すべ
きデバイスをカウントするための例示的なワイヤレス通信システム６００を示す。システ
ム６００は、説明したように、ワイヤレスネットワークへのアクセスを受信するために、
基地局６０４と通信するデバイス６０２を含む。さらに、システム６００は、ＭＣＥ６０
６、ＢＭ－ＳＣ６０８などの１つまたは複数のコアネットワーク構成要素、および／また
は示されない他の構成要素（たとえば、１つまたは複数のゲートウェイ、ＭＭＥ、または
他の接続管理ノード）を含むことができ、基地局６０４は、アクセスを行うためにそれら
の構成要素と通信することができる。説明したように、基地局６０４は、１つまたは複数
のブロードキャストサービスに関係する信号をブロードキャストすることができ、ＭＣＥ
６０６、ＢＭ－ＳＣ６０８などは、サービスを提供することに関係する、１つまたは複数
の機能を与えることができる。
【００６６】
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　[0087]　ＭＣＥ６０６は、ブロードキャストデータサービスのためのデバイス登録に関
する情報を取得するための登録情報受信構成要素６１０と、ブロードキャストデータサー
ビスを受信するために登録されたデバイスのカウントを決定するためのデバイスカウント
構成要素６１２とを含むことができる。ＭＣＥ６０６はまた、場合によっては、そこから
ブロードキャストデータサービスを受信しているデバイスの１つまたは複数の基地局にカ
ウントを要求するためのカウント要求決定構成要素６１４、および／またはブロードキャ
ストデータサービスを提供すべきかどうかを決定するためのブロードキャスト決定構成要
素６１６を含むことができる。
【００６７】
　[0088]　ＢＭ－ＳＣ６０８は、デバイスからブロードキャストデータサービスについて
の登録要求を取得するためのデバイス登録構成要素６１８と、登録要求に関する情報を１
つまたは複数のコアネットワーク構成要素に通信するための登録情報提供構成要素６２０
とを含むことができる。
【００６８】
　[0089]　一例によれば、デバイス６０２は、基地局６０４からブロードキャストデータ
を受信するために登録することができる。たとえば、これは、ブロードキャストデータに
ついての（たとえば、ＭＢＭＳについての）登録要求を基地局６０４に通信することを含
むことができ、基地局６０４は、処理のためにＢＭ－ＳＣ６０８などの１つまたは複数の
コアネットワークノードに要求を転送することができる。別の例では、デバイス６０２は
、基地局６０４、ＭＣＥ６０６などの複数のネットワークノードを横断するユーザプレー
ン上で、ＢＭ－ＳＣ６０８に登録メッセージを直接送ることができる。これは、１つまた
は複数の無線ベアラを介してブロードキャストデータのサービス告知を受信することに基
づくことができる。一例では、デバイス６０２は、本明細書で説明するように、ユニキャ
ストチャネルを介して、および／またはハイパーテキスト転送プロトコル（ＨＴＴＰ）Ｐ
ＯＳＴメッセージ中で、現在時間、ロケーションなどを含むことができる登録要求を送る
ことができる。デバイス登録構成要素６１８は、デバイス６０２の要求を取得することが
でき、（たとえば、認証手順に基づいて、利用可能な無線リソースに基づいてなど）ブロ
ードキャストデータをデバイス６０２が受信することを許すべきかどうかを決定すること
ができる。一例では、ＢＭ－ＳＣ６０８は、デバイス６０２に対して登録要求を許可また
は拒否することができる。さらに、登録情報提供構成要素６２０は、登録要求に関係する
１つまたは複数のパラメータをＭＣＥ６０６に通信することができる。たとえば、これは
、タイマーまたは他のイベントに従ってその登録要求を他のデバイスからの１つまたは複
数の登録要求とともに受信したときなどに実行され得る。
【００６９】
　[0090]　登録情報受信構成要素６１０は、登録要求に関係する１つまたは複数のパラメ
ータを取得することができる。一例では、１つまたは複数のパラメータは、デバイスから
の登録の指示、デバイス６０２の識別情報、デバイスのロケーション、登録が要求される
ブロードキャストサービスの指示、登録要求自体などを含むことができる。したがって、
たとえば、登録情報受信構成要素６１０は、登録要求中にまたはその後などに、ＢＭ－Ｓ
Ｃからの１つまたは複数のメッセージ中で、デバイス６０２の登録要求から１つまたは複
数のパラメータを取得することができる。
【００７０】
　[0091]　登録情報を受信すると、デバイスカウント構成要素６１２は、登録がエリア内
で要求されるブロードキャストサービスに関係するデバイスの登録カウントを増分するこ
とができる。たとえば、デバイスカウント構成要素６１２は、（たとえば、メモリに）登
録カウントを記憶することができ、記憶された登録カウントを増分することができる。他
のネットワークデバイスが登録カウントを記憶することができ、デバイスカウント構成要
素６１２は、他のネットワークデバイスに登録カウントを増分させることができることを
諒解されたい。
【００７１】
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　[0092]　いずれの場合も、ＭＣＥ６０６は、本明細書で説明するように、ユニキャスト
送信を利用すべきかマルチキャスト送信を利用すべきかを決定するために、ブロードキャ
ストサービスカウント要求（たとえば、ｅＭＢＭＳカウント要求手順）を可能にすべきか
どうかを決定するためになど、様々な目的のために、所与のブロードキャストデータサー
ビスのためのデバイスの代表的なカウントなどの登録カウントを利用することができる。
一例では、登録カウントに基づいて、ブロードキャスト決定構成要素６１６は、マルチキ
ャストブロードキャストデータサービスを提供すべきかどうかを決定することができる。
たとえば、登録カウントがしきい値を越えた場合、ブロードキャスト決定構成要素６１６
は、基地局６０４および／あるいは１つまたは複数の他の基地局に、マルチキャストブロ
ードキャストデータサービスを提供するように命令することができる。
【００７２】
　[0093]　その上、たとえば、カウント要求決定構成要素６１４は、登録されたデバイス
の数に基づいてカウント要求を使用してカウントを取得すべきかどうかを決定することが
できる。たとえば、カウント要求決定構成要素６１４は、登録デバイスの数のカウントを
しきい値と比較することができる。たとえば、これは、タイマーまたはイベント（たとえ
ば、デバイス登録および／または登録解除など）に基づいて行われ得る。登録デバイスの
数が少なくともしきい値にある場合、たとえば、カウント要求決定構成要素６１４は、カ
ウント要求を使用してカウントを取得することを決定することができる。この例では、カ
ウント要求決定構成要素６１４は、基地局６０４などの１つまたは複数の基地局にカウン
ト要求を通信することができ、基地局は、それに応じて、カウント要求をブロードキャス
トし、１つまたは複数のデバイスからカウント応答を受信し、ＭＣＥ６０６に受信したカ
ウント応答の数を与えることができる。たとえば、説明したように、これは、ｅＭＢＭＳ
におけるカウント要求およびカウント応答に相関することができる。
【００７３】
　[0094]　他の例では、登録カウントが第１のしきい値を越えているが、第２のしきい値
を下回るような２つ以上のしきい値があり得、カウント要求決定構成要素６１４は、カウ
ント要求を使用してカウントを取得することを決定することができ、カウント要求決定構
成要素６１４は、それに応じて１つまたは複数の基地局にカウント要求を通信することが
できる。カウント応答に基づいて、ブロードキャスト決定構成要素６１６は、マルチキャ
ストブロードキャストデータサービスを提供すべきかどうかを決定することができる。し
かしながら、登録カウントが第２のしきい値を越えた場合、ブロードキャスト決定構成要
素６１６は、登録デバイスの数が、カウント要求を介してカウントを明示的に要求するこ
となしにマルチキャストブロードキャストデータサービスを提供するのに十分であること
を決定することができる。
【００７４】
　[0095]　別の例では、デバイス登録構成要素６１８は同様に、デバイス６０２からブロ
ードキャストデータサービスの登録解除についての要求を受信することができ、登録情報
提供構成要素６２０は同様に、ＭＣＥ６０６に通知することができる。登録情報受信構成
要素６１０は、登録解除に関する情報を取得することができ、デバイスカウント構成要素
６１２は、それに応じて、登録解除が要求されたブロードキャストデータサービスを受信
するデバイスのカウントを減分することができる。さらに、ブロードキャスト決定構成要
素６１６は、カウントが減分されることに部分的に基づいて基地局６０４をユニキャスト
送信に切り替えるべきかどうかを決定することができる。一例では、カウント要求決定構
成要素６１４は、デバイス登録の数がしきい値を下回って減分されることに基づいてユニ
キャスト送信に切り替える前に、カウント応答の数がしきい値を下回ることを検証するた
めにカウント要求を開始すべきかどうかを決定することができる。ＢＭ－ＳＣ６０８また
は別のネットワーク構成要素は、ブロードキャストデータサービスを受信するために登録
されたデバイスのカウントを維持するためのデバイスカウント構成要素６１２、および／
または要求カウントをカウントすることが望まれるかどうかを決定する（たとえば、およ
び／またはＭＣＥ６０６に上記のことを示す）ためのカウント要求決定構成要素６１４を
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同様に含むことができることを諒解されたい。
【００７５】
　[0096]　図７に、ワイヤレスサービスを受信するか、またはワイヤレスサービスに関心
がある装置をカウントするためのシステム７００を示す。システム７００は、説明したよ
うに、ワイヤレスネットワークへのアクセスを受信するために（たとえば、Ｕｕインター
フェースを介して）ｅＮＢ７０４と通信するＵＥ７０２を含む。さらに、システム７００
は、ブロードキャストデータサービスへのアクセスを管理するために、ＭＣＥ７０６、Ｍ
ＭＥ７０８、ＭＢＭＳ－ＧＷ７１０、および／またはＢＭ－ＳＣ７１２などのコアネット
ワーク構成要素を含む。たとえば、ｅＮＢ７０４は、Ｍ２インターフェースを介してＭＣ
Ｅ７０６と通信し、ＭＣＥ７０６は、ＬＴＥにおいてＭ３インターフェースを介してＭＭ
Ｅ７０８と通信する。システム７００では、サービスを受信しているか、またはサービス
に関心がある装置の量は、サービスについてのＵＥ登録に基づいて決定される。どのＵＥ
が所与のサービスに登録されているかに関する、ＢＭ－ＳＣ７１２において保持されるデ
ータは、ｅＮＢ７０４からカウントを要求しているＭＣＥ７０６の代わりに、またはＭＣ
Ｅ７０６のためのインジケータとしてサービスを送信するモードの決定のために、ＭＣＥ
７０６に送られ得る。
【００７６】
　[0097]　たとえば、図示のように、ＵＥ７０２は、７１４において、利用可能なｅＭＢ
ＭＳを決定するためのＭＢＳＦＮサブフレームとＭＣＣＨ情報とを決定するために、オー
バーヘッドメッセージを読み取ることができる。さらに、ｅＮＢ７０４は、７１６におい
て、ＭＣＣＨを介してＭＢＳＦＮＡｒｅａＣｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎを与えることがで
きる。ＵＥ７０２は、ＭＢＭＳベアラを介して、またはユニキャストベアラを介してサー
ビス告知７１８を受信し、サービス告知７１８はＢＭ－ＳＣ７１２から発生し、ｅＮＢ７
０４によってブロードキャストされ得る。ＵＥ７０２は、７２０において、ＭＢＭＳサー
ビスキー（ＭＳＫ）についての要求をも含むことができる、ＢＭ－ＳＣ７１２を用いてＭ
ＢＭＳに登録する。登録する手順は、本明細書で説明する登録方法と同様であり得る。た
とえば、ＢＭ－ＳＣ７１２は、ＵＥがどのＭＢＭＳサービスを登録し得るかを決定するこ
とを担当し得、登録されたＵＥの記録を、たとえば、ＢＭ－ＳＣ７１２にあるデータベー
ス中に記憶し得る。セキュリティ保護を必要としないデータフローについても、登録が必
要とされ得る。ＵＥからの登録は、ネットワーク輻輳を回避するために、ランダム化され
た時間の間撤回され得、送られる登録メッセージは、ユーザ密度を推定するためにネット
ワークによって使用され得るＵＥ７０２のロケーション情報を含み得る。
【００７７】
　[0098]　この例では、ＢＭ－ＳＣ７１２は、７２２において、ＭＣＥ７０６に登録情報
を送る。いくつかの態様では、各ＵＥについての登録情報は、ＢＭ－ＳＣ７１２において
受信または決定されるようにＭＣＥ７０６に送られる。他の態様では、ＢＭ－ＳＣ７１２
は、ＭＣＥ７０６に登録情報を送る前に、ある時間期間の間待つか、または複数の登録イ
ベントについての情報を収集することができる。ＢＭ－ＳＣ７１２はまた、ＭＢＭＳ－Ｇ
Ｗ７１０とＭＭＥ７０８とを介してＢＭ－ＳＣ７１２からＭＣＥ７０６に送られるＭＢＭ
Ｓセッション開始要求メッセージ中に登録情報を含むことができる。さらに別の態様では
、ＭＣＥ７０６は、ＢＭ－ＳＣ７１２に登録情報を要求する。ＭＣＥ７０６に送られた情
報は、どのＵＥがサービスに登録したかに関する情報だけでなく、サービスから登録解除
したＵＥに関する情報をも含み得る。登録または登録解除は、いつでも起こり得る。
【００７８】
　[0099]　説明したように、ＭＣＥ７０６またはＢＭ－ＳＣ７１２は、サービスのうちの
１つまたは複数に登録されたＵＥの登録カウントを維持し得る。登録情報に応答して、登
録カウントは、そのカウントが、サービスエリアまたはＭＢＳＦＮエリア内のサービスに
登録されたＵＥの現在の数を反映するように更新され得る。このようにして、登録（サブ
スクリプション）情報は、ｅＭＢＭＳカウント結果を導出するために使用され得る。別の
例では、登録カウントに基づいて、ＭＣＥ７０６は、説明したように、オーバージエアカ
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ウント要求（over the air counting requests）を使用してＵＥをカウントすべきかどう
かを決定することができる。別の例では、ＢＭ－ＳＣ７１２は、その決定を行い、ＭＣＥ
７０６にカウントモードを示すことができる。ＢＭ－ＳＣ７１２は、７２４において、サ
ービスについてのセッション開始要求を送り得る。ＭＭＥ７０８は、７２６において、Ｍ
ＣＥ７０６にトラッキングエリア更新（ＴＡＵ：tracking area update）を送り得る。Ｔ
ＡＵは、ＵＥ７０２のロケーションまたはロケーション変更に関する情報を含み得る。
【００７９】
　[0100]　さらに、ＭＣＥ７０６は、７２８において、サービスを送信するモードに関す
る決定を行い、７３０において、モードを示すセッション開始要求をｅＮＢ７０４に送る
。ｅＮＢ７０４は、７３２において、ＭＣＣＨを介して、たとえば、図５に関して上記で
説明したようにＭＣＣＨ変更通知を使用して、セッションの開始を登録されたＵＥ７０２
に通信し得る。サービスが終了したとき、セッション停止メッセージはＭＣＣＨを介して
送られ得る。さらに、ＵＥ７０２は、説明したように、登録解除することによってそれ以
上サービスを受信することを望まないことを示し得る。その上、ｅＮＢ７０４およびＭＢ
ＭＳ－ＧＷ７１０は、７３４において、インターネットグループ管理プロトコル（ＩＧＭ
Ｐ：Internet Group Management Protocol）ジョインを実行することができ、ＢＭ－ＳＣ
７１２は、７３６において、ＵＥ７０２にブロードキャストするためのＭＢＭＳデータを
与えることができる。ＭＢＭＳ－ＧＷ７１０は、７３８において、ＭＢＭＳデータを受信
することができ、７４０においてＵＥ７０２にブロードキャストするために、７３８にお
いて、ＭＢＭＳデータをｅＮＢ７０４に与えることができる。
【００８０】
　[0101]　このシステム７００では、ネットワークバックエンド（たとえば、ＭＣＥ７０
６、ＭＭＥ７０８、ＭＢＭＳ－ＧＷ７１０、および／またはＢＭ－ＳＣ７１２）は、登録
カウントを収集するために使用される。カウントは、たとえば、各ＵＥの登録または登録
解除に応答して駆動されるイベントであり得る。この例では、アイドルモードと接続モー
ドの両方にあるＵＥがカウントされ得るだけでなく、カウントが登録ベースであるので、
サービスに登録したが、カウント要求に応答するための機能を有しないレガシーＵＥもカ
ウントされ得る。その上、そのようなカウントは、周期的ポーリングメッセージに応答す
ることと比較して、無線リソースおよび／またはＵＥ電力を温存することができる。
【００８１】
　[0102]　いくつかの態様では、ＵＥ７０２は、ＭＢＭＳに登録するときに現在時間およ
び／またはロケーションを与え得る。一例では、現在のロケーションは、ＵＥ７０２をサ
ービスするｅＮＢ７０４のセルセクタＩＤを含み得る。ネットワーク（たとえば、ＢＭ－
ＳＣ７１２または他の構成要素）は、たとえば、ＢＭ－ＳＣ７１２を使用して、またはＭ
ＣＥ７０６からのサービスの送信に関する情報に基づいて、ＵＥ７０２がＭＢＭＳに登録
することを許されるかどうかを決定するために、そのような情報を使用することができる
。いくつかの態様では、ネットワークは、所与のブロードキャストデータサービスに登録
することを許されるＵＥの割合を制御する。したがって、ＵＥ７０２が、登録するかまた
は登録解除することによってリソースを消費するかまたはリソースの消費を終了しようと
することを示したとき、ｅＭＢＭＳカウント結果は、登録カウントに基づいて決定され得
、ネットワークは、登録が許されるかどうかを決定し得る。
【００８２】
　[0103]　図８に、ワイヤレスサービスを受信するか、またはワイヤレスサービスに関心
がある装置をカウントするためのシステム８００を示す。システム８００は、説明したよ
うに、ワイヤレスネットワークへのアクセスを受信するためにｅＮＢ８０４と通信するＵ
Ｅ８０２を含む。さらに、システム８００は、ブロードキャストデータサービスへのアク
セスを管理するために、ＭＣＥ８０６、ＭＭＥ８０８、ＭＢＭＳ－ＧＷ８１０、および／
またはＢＭ－ＳＣ８１２などのコアネットワーク構成要素を含む。システム８００は、図
７に示す通信と同様の通信を含み、現在時間／ロケーションが登録要求中に含まれるとき
に使用され得る。
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【００８３】
　[0104]　たとえば、図示のように、ＵＥ８０２は、８１４において、利用可能なｅＭＢ
ＭＳを決定するためのＭＢＳＦＮサブフレームとＭＣＣＨ情報とを決定するために、オー
バーヘッドメッセージを読み取ることができる。さらに、ｅＮＢ８０４は、８１６におい
て、ＭＣＣＨを介してMBSFNAreaConfigurationを与えることができる。ＵＥ８０２は、Ｍ
ＢＭＳベアラを介して、またはユニキャストベアラを介してサービス告知８１８を受信す
る。ＵＥ８０２は、８２０において、ＢＭ－ＳＣ８１２によって少なくとも部分的に処理
されるサービスについての登録要求を送る。いくつかの態様では、登録要求は、ＨＴＴＰ
　ＰＯＳＴ手順を使用して送られ得る。登録要求は、現在時間とＵＥのロケーションとを
含み得る。ＢＭ－ＳＣ８１２またはネットワーク中の別の要素は、時間とロケーションと
に少なくとも部分的に基づいてＵＥ８０２をそのサービスに登録すべきかどうかを決定し
得る。ＭＣＥ８０６はまた、以下で説明するように、ＵＥ８０２が登録することを許され
るべきかどうかを決定し得る。
【００８４】
　[0105]　ＢＭ－ＳＣは、８２２において、サービスについてのセッション開始要求を送
り得る。ＢＭ－ＳＣ８１２は、８２４において、ＭＣＥ８０６に登録情報を送る。上記で
説明したように、登録情報は、ｅＭＢＭＳカウント結果が決定され得るように、サービス
に登録しているＵＥの登録カウントを維持するためにＢＭ－ＳＣ８１２またはＭＣＥ８０
６によって使用され得る。いくつかの態様では、ＢＭ－ＳＣ８１２は、８２４において、
登録カウントを決定するためにＭＣＥ８０６に登録情報を送る。
【００８５】
　[0106]　ＭＣＥ８０６は、８２６において、ＭＭＥ８０８からＴＡＵを受信し得る。Ｍ
ＣＥ８０６は、８２８において、たとえば、登録要求および／またはＭＭＥ８０８から受
信したＴＡＵ中の時間およびロケーション情報に基づいて、ＵＥ８０２がサービスに登録
することを許されるべきかどうかを決定し得る。ＭＣＥ８０６は、説明したように、ＢＭ
－ＳＣ８１２にアラートし、それにより、登録または登録の拒否を完了する。ＵＥ８０２
は、８３０において、それが登録されたかどうかを通知される。いくつかの態様では、Ｂ
Ｍ－ＳＣ８１２は、ＨＴＴＰ　ＰＯＳＴ手順を介して送られた登録応答を使用してＵＥ８
０２に通知する。
【００８６】
　[0107]　ＭＣＥ８０６は、サービスを送信するモードを決定し得、８３２において、モ
ードを示すセッション開始要求をｅＮＢ８０４に送る。ｅＮＢ８０４は、８３４において
、ＭＣＣＨを介して、たとえば、図５に関して上記で説明したようにＭＣＣＨ変更通知を
使用して、セッションの開始を登録されたＵＥ８０２に通信し得る。サービスが終了した
とき、セッション停止メッセージはＭＣＣＨを介して送られ得る。さらに、ＵＥ８０２は
、登録解除することによってそれ以上サービスを受信することを望まないことを示し得る
。その上、ｅＮＢ８０４およびＭＢＭＳ－ＧＷ８１０は、８３６において、ＩＧＭＰジョ
イン(join)を実行することができ、ＢＭ－ＳＣ８１２は、８３８において、ＵＥ８０２に
ブロードキャストするためのＭＢＭＳデータを与えることができる。ＭＢＭＳ－ＧＷ８１
０は、８４０において、ＭＢＭＳデータを受信することができ、８４２においてＵＥ８０
２にブロードキャストするために、８４０において、ＭＢＭＳデータをｅＮＢ８０４に与
えることができる。
【００８７】
　[0108]　システム８００の通信は、上記で説明した図７と同様の利点を含む。さらに、
登録の時間におけるＵＥ８０２ロケーションに関する情報は、ＭＣＥ８０６が、ＭＢＳＦ
Ｎカバレージエリア中のいくつのＵＥが、現在ＭＢＭＳベアラを介してサービスにアクセ
スしているか、またはＭＢＭＳベアラを介してサービスにアクセスすることに関心がある
かを査定することを可能にする。この情報は、ＭＢＳＦＮアクティブ化／非アクティブ化
決定を行うために、ＭＣＥ８０６によって、ｅＮＢ８０４からのカウント報告とは無関係
に、またはそのカウント報告と相補的に使用され得る。
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【００８８】
　[0109]　図９に、ワイヤレスサービスを受信するか、またはワイヤレスサービスに関心
がある装置のカウントを要求するシステム９００を示す。システム９００は、説明したよ
うに、ワイヤレスネットワークへのアクセスを受信するためにｅＮＢ９０４と通信するＵ
Ｅ９０２を含む。さらに、システム９００は、ブロードキャストデータサービスへのアク
セスを管理するために、ＭＣＥ９０６、ＭＭＥ９０８、ＭＢＭＳ－ＧＷ９１０、および／
またはＢＭ－ＳＣ９１２などのコアネットワーク構成要素を含む。システム９００では、
ＭＣＥ９０６は、ＢＭ－ＳＣ９１２にカウント情報を要求することができ、たとえば、そ
れは（たとえば、図８の８２４において記載されているように）登録情報がＢＭ－ＳＣ９
１２から受信された後に、またはｅＭＢＭＳセッションが開始した後のいつでも行われ得
る。
【００８９】
　[0110]　たとえば、ＭＣＥ９０６は、ワイヤレスサービスを受信するか、またはワイヤ
レスサービスに関心がある装置に関係するカウント情報を要求するために、ＭＢＭＳサー
ビスカウント要求９１４をＢＭ－ＳＣ９１２に送信することができる。この例では、ＢＭ
－ＳＣ９１２は、カウントモードと登録情報とを含むことができるＭＢＭＳサービスカウ
ント応答９１６で応答することができる。カウントモードは、説明したように、たとえば
、登録されたデバイスの数をカウントすべきかどうか、カウント要求をブロードキャスト
すべきかどうかなどを指定することができる。さらに、ＭＭＥ９０８は、９１８において
、ＴＡＵ情報を含むことができるＭＢＭＳサービスカウント応答を転送することができる
。たとえば、カウントモードが、登録されたデバイスのカウントが使用され得ることを指
定した場合、ＭＣＥ９０６は、上記で説明したように、要求／応答カウントが回避され得
るように、記憶された登録カウントを使用することができる。
【００９０】
　[0111]　ＭＣＥ９０６は、（たとえば、ＭＢＭＳサービスを受信するために登録された
デバイスの数、または指定されたカウントモードに基づいてカウントされたデバイスの数
に基づいて）ＭＢＭＳセッションを続けるべきか、またはセッションを非アクティブ化す
べきかに関する決定９２０を行うことができ、たとえば、セッションは、図７の７３０に
おいて、図８の８３２においてなどと同様に開始されていることがある。たとえば、決定
９２０は、受信した（１つまたは複数の）カウント応答に少なくとも部分的に基づき得る
。これは、たとえば、応答が受信されたかどうか、（１つまたは複数の）応答中に示され
た装置の数、他の登録情報、または応答中のＴＡＵ情報などのうちの少なくとも１つを含
むことができる。
【００９１】
　[0112]　図示された例では、ＭＣＥ９０６は、９２２において、場合によっては、決定
９２０に基づいてセッション停止要求を送ることができる。たとえば、カウント要求に対
する応答が受信されず、および／または応答が、ワイヤレスサービスを受信するか、また
はワイヤレスサービスに関心がある装置の数をしきい値レベルを下回るとして示した場合
、これは行われ得る。この例では、ｅＮＢ９０４は、ＵＥ９０２など、ＭＢＳＦＮエリア
中にあるＵＥに、ＭＣＣＨを介してＭＢＭＳセッション停止９２４を送信することができ
る。しかしながら、ＭＣＥ９０６は、９２０において、受信したカウント応答に基づいて
セッションを続けることを決定することができることを諒解されたい。また、この例では
、ｅＮＢ９０４およびＭＢＭＳ－ＧＷ９１０は、９２６において、ＭＢＭＳの中断に基づ
いてＩＧＭＰリーブを実行することができる。その上、その結果、ｅＮＢ９０４は、説明
したように、１つまたは複数のＵＥが、サービスを受信するために依然として登録されて
いる場合、関係するユニキャストサービスを提供することができる。
【００９２】
　[0113]　図１０に、ブロードキャストデータサービスを受信するか、または少なくとも
ブロードキャストデータサービスを受信することに関心がある１つまたは複数のデバイス
のカウントを報告するための例示的なワイヤレス通信システム１０００を示す。システム
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１０００は、説明したように、コアワイヤレスネットワーク（図示せず）へのアクセスを
受信するために、基地局１００４と通信するデバイス１００２を含む。たとえば、システ
ム１０００は、デバイス１００２がアイドルモードで通信している場合、デバイス１００
２が基地局１００４からの要求に基づいてカウントを報告することを可能にすることがで
きる。アイドルモード通信は、たとえば、基地局１００４からデータを受信するためにア
クティブモードに切り替わるために、基地局１００４がデバイス１００２をページングす
ることができる間の一定の時間間隔中以外に、デバイス１００２がトランシーバへの電源
を切断するか、または電力を低減することに関係することができる。したがって、アイド
ルモードで、デバイス１００２は無線リソースを温存し、ページを受信すると、および／
あるいはネットワークアクセスが要求されるデバイス１００２上のアプリケーションまた
は他のプロセスからの指示に基づいて、アクティブモード通信を再開することができる。
【００９３】
　[0114]　デバイス１００２は、基地局からカウント要求を取得するためのカウント要求
受信構成要素１００６と、１つまたは複数の通信モードでデバイス１００２を動作させる
ための通信モード構成要素１００８と、基地局からのカウント要求に応答するためのカウ
ント要求応答構成要素１０１０とを含むことができる。
【００９４】
　[0115]　基地局１００４は、１つまたは複数のデバイスにカウント情報を要求し、取得
するためのカウント構成要素１０１２と、１つまたは複数のコアワイヤレスネットワーク
構成要素へのブロードキャストデータサービスを受信するか、またはそのブロードキャス
トデータサービスを受信することに関心があるデバイスのカウントを与えるためのカウン
ト報告構成要素１０１４とを含むことができる。
【００９５】
　[0116]　一例によれば、通信モード構成要素１００８は、上記で説明したように、アイ
ドルモードでデバイス１００２を動作させることができる。カウント報告構成要素１０１
４は、本明細書で説明するように、コアワイヤレスネットワークからカウントを実行する
ための要求を受信することができ、カウント構成要素１０１２は、それに応じてデバイス
１００２にカウント要求を通信することができる。たとえば、カウント要求は、ｅＭＢＭ
Ｓ構成中のカウント要求、またはデバイス１００２にブロードキャストされた他のカウン
ト要求に対応することができる。一例では、カウント構成要素１０１２は、ページングメ
ッセージ中でカウント要求を送信することができ、したがって、デバイス１００２は、ア
イドルモードで動作するときにカウント要求を受信することができる。
【００９６】
　[0117]　カウント要求受信構成要素１００６は、たとえば、ページングメッセージ中で
カウント要求を取得することができ、カウント要求に応答すべきかどうかを決定すること
ができる。たとえば、カウント要求受信構成要素１００６は、カウント要求を取得するた
めに、ページングメッセージを復号することができる。一例では、カウント要求は、ある
ブロードキャストデータサービスを受信するために登録すると、デバイスに割り当てられ
得るＴＭＧＩまたは他の識別子を示すことによってカウント要求に応答すべきである１つ
または複数のデバイスを示すことができ、カウント要求応答構成要素１０１０は、デバイ
ス１００２が、ブロードキャストデータサービスを受信するために登録している間に、示
されたＴＭＧＩまたは他の識別子を受信するかどうかに部分的に基づいて、カウント要求
に応答すべきかどうかを決定することができる。別の例では、基地局１００４によって送
られたカウント要求は、カウント要求が関係するブロードキャストデータサービスを示す
ことができ、カウント要求応答構成要素１０１０は、デバイス１００２が関係するブロー
ドキャストデータサービスを要求したか、または場合によってはそのブロードキャストデ
ータサービスを受信することを示したかどうかに基づいて、カウント要求に応答すべきか
どうかを決定することができる。
【００９７】
　[0118]　カウント要求応答構成要素１０１０がカウント要求に応答することを決定した
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場合、これは、直ちに、時間期間内に、通信モード構成要素１００８が別の目的のために
アクティブモードに切り替えることに基づいてなどで行われ得る。その上、応答は、ＲＲ
Ｃ接続要求メッセージの一部またはアクセス手順（たとえば、ＲＡＣＨ手順）中の別のメ
ッセージングであり得る。たとえば、通信モード構成要素１００８は、カウント要求応答
構成要素１０１０がカウント要求に応答することを決定すると、アクティブモードに切り
替えることができ、カウント要求応答構成要素１０１０は、それに応じて、基地局１００
４とアクティブモード通信している間にカウント要求に応答することができる。別の例で
は、通信モード構成要素１００８は、基地局１００４からのページング信号に応答するこ
となどの別の目的のためにアクティブモードに切り替えること、基地局１００４からブロ
ードキャストデータサービスを受信すること、デバイス１００２上のアプリケーションか
らデータを送信することなどが可能である。アクティブモードに遷移すると、カウント要
求応答構成要素１０１０は、カウント要求に応答することができる。
【００９８】
　[0119]　一例では、カウント要求応答構成要素１０１０は、関連する応答時間内にカウ
ント要求に応答することができる。たとえば、応答時間は（たとえば、カウント要求中で
、ブロードキャストデータサービスを受信するための登録中にパラメータとしてなど）基
地局１００４から受信されること、ネットワークから構成中で受信されること、ハードコ
ーディングされたパラメータ（hardcoded parameter）として受信されることなどが可能
である。一例では、カウント要求応答構成要素１０１０は、通信モード構成要素１００８
がアクティブモードに切り替える応答時間の持続時間の少なくとも一部分の間待つことが
でき、この場合、それに応じて応答を送信することができる。通信モード構成要素１００
８が持続時間の少なくとも一部分内にアクティブモードに切り替えない場合、カウント要
求応答構成要素１０１０は、通信モード構成要素１００８にアクティブモードに切り替え
させることができ、次いで、応答を送信することができる。
【００９９】
　[0120]　別の例では、カウント要求受信構成要素１００６は、通信モード構成要素１０
０８がデバイス１００２をアクティブモード通信で動作させている間に要求を取得するこ
とができる。この例では、カウント要求応答構成要素１０１０は、そのように決定された
場合、通信モード構成要素１００８がデバイス１００２をアクティブモードで動作させて
いる間に、カウント要求に対する応答を送信することができる。別の例では、デバイス１
００２が、たとえば、ページング信号を受信すること、ユニキャストデータ呼を発信する
ことなど、何らかの他の目的のために接続モードで基地局１００４と通信するとき、カウ
ント要求受信構成要素１００６は、カウントを基地局に自律的に報告することができる。
自律報告はまた、デバイスの関心があるＭＢＭＳサービスの更新、または受信しているＭ
ＢＭＳサービスが変更されたことに基づくことができる。いずれの場合も、カウント構成
要素１０１２は、デバイス１００２および／または他のデバイスから応答または自律報告
を受信することができ、たとえば、カウント報告構成要素１０１４は、コアワイヤレスネ
ットワークにカウントを与えることができる。
【０１００】
　[0121]　図１１に、ワイヤレスサービスを受信するか、またはワイヤレスサービスに関
心がある装置をカウントするためのシステム１１００を示す。システム１１００は、説明
したように、ワイヤレスネットワークへのアクセスを受信するためにｅＮＢ１１０６と通
信する、アイドルモードにあるＵＥ１１０２、および／または接続モードにあるＵＥ１１
０４を含む。さらに、システム１１００は、ブロードキャストデータサービスへのアクセ
スを管理するために、ＭＣＥ１１０８、ＭＭＥ１１１０、ＭＢＭＳ－ＧＷ１１１２、およ
び／またはＢＭ－ＳＣ１１１４などのコアネットワーク構成要素を含む。システム１１０
０では、アイドル状態にあるＵＥは、カウント要求に応答するために、部分的に接続状態
への変更を開始する。したがって、本明細書において上記で説明し、さらに説明するよう
に、アイドルＵＥもカウント中に含められ得るので、カウントの精度は改善され得る。
【０１０１】
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　[0122]　たとえば、図示のように、ＵＥ１１０２および／または１１０４は、１１１６
において、利用可能なｅＭＢＭＳを決定するためのＭＢＳＦＮサブフレームとＭＣＣＨ情
報とを決定するために、オーバーヘッドメッセージを読み取ることができる。さらに、ｅ
ＮＢ１１０６は、１１１８において、ＭＣＣＨを介してMBSFNAreaConfigurationを与える
ことができる。ＵＥ１１０２および／または１１０４は、ＭＢＭＳベアラを介して、また
はユニキャストベアラを介してサービス告知１１２０を受信し、サービス告知１１２０は
ＢＭ－ＳＣ１１１４から発生し、ｅＮＢ１１０６によってブロードキャストされ得る。Ｕ
Ｅ１１０２および／または１１０４は、１１２２および１１２４においてＢＭ－ＳＣ１１
１４とともにＭＢＭＳに登録し、それは、ＭＢＭＳサービスキー（ＭＳＫ）についての要
求をも含むことができる。その上、ＢＭ－ＳＣ１１１４は、１１２６において、ＭＢＭＳ
セッションの開始を示すために、ＭＣＥ１１０８にセッション開始要求を送ることができ
る。さらに、説明したように、ＭＣＥ１１０８は、１１２８において、ｅＮＢ１１０６に
対してカウント手順をトリガすることができる。
【０１０２】
　[0123]　システム１１００の一態様では、たとえば、上記で説明したように、ＵＥ１１
０２は、１つまたは複数のサービスについてのカウント要求１１３０を受信する。一例で
は、ＵＥ１１０２は、ｅＮＢ１１０６からのページング信号中でカウント要求を受信する
ことができる。ＵＥ１１０２は、それがサービスを受信しているか、またはサービスに関
心があり、それがアイドル状態にあることを決定した場合、ＵＥ１１０２は、接続状態へ
の変更を開始することができる。たとえば、ＲＲＣ＿ＩＤＬＥモードにあるＵＥ１１０２
は、ＲＲＣ＿ＣＯＮＮＥＣＴＥＤモードに切り替わり得る。変更を開始するために、ＵＥ
１１０２は、ＲＡＣＨなどのランダムアクセスチャネルを介してランダムアクセスプリア
ンブル１１３２をｅＮＢ１１０６に送り得る。プリアンブルは、システムリソースを求め
て競合するために送られ得、ＵＥ１１０２がメッセージを送信することを望むことを示し
得る。
【０１０３】
　[0124]　プリアンブルがｅＮＢ１１０６によって受信され、メッセージ送信のためのリ
ソースが受信された場合、ｅＮＢ１１０６は、それを介してＵＥ１１０２がｅＮＢ１１０
６から無線リソースを要求することができるリソースを示すメッセージ２または他のＲＡ
ＣＨ応答１１３４をＵＥ１１０２に送信し得る。いくつかの態様では、応答は、ダウンリ
ンク共有チャネル（ＤＬ－ＳＣＨ）を介して受信され得る。
【０１０４】
　[0125]　ＵＥは、接続要求メッセージ１１３６、たとえば共通制御チャネル（ＣＣＣＨ
）を介して送信されるRRCConnectionReqで応答し得る。ＵＥ１１０２が、カウント要求に
対する応答、または別の目的のための（たとえば、ページングメッセージに応答して、ネ
ットワークアクセスを要求しているアプリケーションに応答してなどの）応答を送り得る
ように、要求メッセージは、ｅＮＢ１１０６へのユニキャスト接続を要求するために使用
され得る。一例では、接続要求メッセージは、カウントメッセージに対する応答を含むこ
とができる。
【０１０５】
　[0126]　接続要求が許可された場合、ユニキャスト接続のパラメータを示す接続セット
アップメッセージ１１３８が送られ得る。これらのパラメータを使用したとき、ならびに
接続要求メッセージが応答を含まない場合、ＵＥ１１０２はｅＮＢ１１０６にカウント応
答メッセージ１１４０を送信し得る。いくつかの態様では、説明したように、前にアイド
ルだったＵＥは、カウント要求１１３０を取得した後にランダム時間期間を応答すること
、ＵＥが別の目的のためにアクティブモードに切り替わったときに応答すること、少なく
とも指定された時間期間内に応答することなどを行う。いくつかのＵＥは、事前広告され
た確率しきい値を用いたコイントスに基づくランダムな時間量の後に応答すべきかどうか
を決定し得る。
【０１０６】
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　[0127]　ＵＥ１１０２が応答を送信した後にアイドル状態に戻ろうとしている場合、ユ
ニキャスト接続をリリースするために、接続リリースメッセージ１１４２がＵＥ１１０２
に送信され得る。たとえば、これは、ＵＥ１１０２がカウント要求に対する応答を送る目
的でアクティブモードに切り替わった場合（たとえば、応答を送るための時間期間が満了
に近い場合）行われ得る。別の例では、ＵＥ１１０４は、たとえば、ＤＣＣＨを介してカ
ウント応答メッセージ１１４４でカウント要求１１３０に応答することができる。その上
、いずれの場合も、ｅＮＢ１１０６は、カウント結果を含むＭＢＭＳサービスカウント結
果報告１１４６を少なくともＵＥ１１０２および／または１１０４からＭＣＥ１１０８に
送ることができる。
【０１０７】
　[0128]　一例では、ＭＣＥ１１０８は、カウント結果が、１１４８において、マルチキ
ャスト通信に切り替わることを示すことを決定することができる。この例では、ＭＣＥ１
１０８は、１１５０において、ｅＮＢ１１０６にセッション開始要求を送ることができる
。ｅＮＢ１１０６は、１１５２において、ＭＣＣＨを介して、たとえば、図５に関して上
記で説明したようにＭＣＣＨ変更通知を使用して、セッションの開始を登録されたＵＥ１
１０４に通信し得る。その上、ｅＮＢ１１０６およびＭＢＭＳ－ＧＷ１１１２は、１１５
４において、ＩＧＭＰジョインを実行することができ、ＢＭ－ＳＣ１１１４は、１１５６
において、ＵＥ１１０４にブロードキャストするためのＭＢＭＳデータを与えることがで
きる。ＭＢＭＳ－ＧＷ１１１２は、１１５８において、ＭＢＭＳデータを受信することが
でき、１１６０においてＵＥ１１０４にブロードキャストするために、１１５８において
、ＭＢＭＳデータをｅＮＢ１１０６に与えることができる。
【０１０８】
　[0129]　システム１１００を使用して、アイドルＵＥは、接続状態に変更し、カウント
要求に応答し得る。このようにして、カウント結果は、より正確であり得る。しかしなが
ら、接続状態に切り替わることは、バッテリー寿命を減少させることがあり、ネットワー
ク中のトラフィックを増加させることがある。
【０１０９】
　[0130]　システム１１００の別の態様では、アイドルＵＥは、ユニキャスト接続を十分
に確立することなしに、１１３０において受信されたカウント要求に応答し得る。これは
、依然としてアイドルＵＥが応答することを可能にしながら、接続状態への変更を開始す
るオーバーヘッドを低減し得る。
【０１１０】
　[0131]　システム１１００のこの態様では、ＵＥ１１０２は、接続要求メッセージ１１
３４をもつカウント要求に対する応答を含み得る。たとえば、RRCConnectionReqは、ＬＴ
Ｅの多くのリリースにおいてestablishmentCauseフィールドを含む。establishmentCause
フィールドは、ＵＥ１１０２がカウント要求に応答していることを示すために、ならびに
その応答を示すために、ある値に設定され得る。たとえば、その値は、countingResponse
など、ＵＥ１１０２が応答していることを示すために定義された列挙値であり得、それは
、emergency、highPriorityAccess、mt-Access、mo-Signalling、mo-Data、delayToleran
tAccess-v1020などを含む、ＬＴＥにおけるestablishmentCauseの列挙に追加され得る。
別の例では、指示は、establishmentCause要素における１つまたは複数の予備列挙を使用
することができる。
【０１１１】
　[0132]　ｅＮＢ１１０６が、接続要求メッセージを受信し、その値がカウント要求に対
する応答を示すために設定されていることを識別したとき、ｅＮＢ１１０６は、カウント
結果報告メッセージ中に本明細書中で示される情報を含み得る。ｅＮＢ１１０６はまた、
ユニキャスト接続が確立される必要がないことを決定し得、送信１１３８、１１４０、お
よび１１４２は省略され得る。したがって、ｅＮＢ１１０６は、この例では、ＵＥ１１０
２にさらなる応答を送るのを控え得、ＵＥ１１０２は、ｅＮＢ１１０６からさらなる通信
を受信することなしに、ならびに接続手順を完了することなしにアイドル状態に戻り得る
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。いずれの場合も、ｅＭＢＭＳの精度は、ＵＥ１１０２またはネットワークにおけるリソ
ース利用の実質的な増加なしに増加する。
【０１１２】
　[0133]　図１２に、ワイヤレスサービスを受信するか、またはワイヤレスサービスに関
心がある装置をカウントするためのシステム１２００を示す。システム１２００は、説明
したように、ワイヤレスネットワークへのアクセスを受信するためにｅＮＢ１２０４と通
信するＵＥ１２０２を含む。さらに、システム１２００は、ブロードキャストデータサー
ビスへのアクセスを管理するために、ＭＣＥ１２０６、ＭＭＥ１２０８、ＭＢＭＳ－ＧＷ
１２１０、および／またはＢＭ－ＳＣ１２１２などのコアネットワーク構成要素を含む。
その上、ＵＥ１２０２は、この例では、ブロードキャストデータサービスを受信するため
にサービスをアクティブ化したとき、ネットワークに通知することができる。
【０１１３】
　[0134]　たとえば、図示のように、ＵＥ１２０２は、１２１４において、利用可能なｅ
ＭＢＭＳを決定するためのＭＢＳＦＮサブフレームとＭＣＣＨ情報とを決定するために、
オーバーヘッドメッセージを読み取ることができる。たとえば、そのようなオーバーヘッ
ドメッセージは、ＳＩＢ２、ＳＩＢ１３、および／または同様のメッセージなど、システ
ム情報ブロック（ＳＩＢ）メッセージを含むことができる。たとえば、ＳＩＢ２から、Ｕ
Ｅ１２０２は、ＭＢＳＦＮサブフレームの指示を受信することができ、ＳＩＢ１３から、
ＵＥ１２０２は、ＭＣＣＨ情報、ＭＣＣＨ変更のためのＰＤＣＣＨのロケーションなどを
取得する。ＰＤＣＣＨから、ＵＥ１２０２は、ＭＣＣＨ変更通知を決定することができる
。さらに、ｅＮＢ１２０４は、１２１６において、ＭＣＣＨを介してＭＢＳＦＮＡｒｅａ
Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎを与えることができる。ＵＥ１２０２は、ＭＢＭＳベアラを
介して、またはユニキャストベアラを介してサービス告知１２１８を受信する。ＵＥ１２
０２は、１２２０において、ＢＭ－ＳＣ１２１２によって少なくとも部分的に処理される
サービスについての登録要求を送る。
【０１１４】
　[0135]　サービスに登録した後に、ＵＥ１２０２は、ｅＮＢ１２０４からのブロードキ
ャスト信号を受信および処理するためにサービスを局所的にアクティブ化する。さらに、
しかしながら、ＵＥ１２０２は、サービスがアクティブにされたことをｅＮＢに通知する
ためにメッセージ１２２２、たとえば、ＭＢＭＳサービスアクティブ化／非アクティブ化
メッセージをｅＮＢ１２０４に送信する。いくつかの態様では、アイドルＵＥと、接続さ
れたＵＥの両方は、このメッセージをｅＮＢ１２０４に送信する。
【０１１５】
　[0136]　いくつかの態様では、アクティブ化をｅＮＢ１２０４に通知するメッセージを
送信する際にｅＮＢ１２０４への接続が使用され得る。そのような態様では、アイドルＵ
Ｅは、上記で説明したように、アイドルモードから接続モードへの変更を開始し得る。ア
イドルＵＥは、上記で説明したように、サービスアクティブ化をｅＮＢ１２０４に通知す
るために、ユニキャスト接続を十分に確立し得るか、またはアイドルＵＥは、一般に、接
続を確立するために使用される残りのメッセージが送られない場合に接続要求のフィール
ド中にその通知を含む、上記で説明した短縮手順を使用し得る。
【０１１６】
　[0137]　ＵＥ１２０２はまた、それがサービスを非アクティブ化したとき、ｅＮＢ１２
０４に通知し得る。したがって、メッセージ１２２２は、サービスアクティブ化ではなく
、サービス非アクティブ化をｅＮＢ１２０４に通知し得る。
【０１１７】
　[0138]　ｅＮＢ１２０４がサービスアクティブ化または非アクティブ化の通知を受信し
たとき、ｅＮＢ１２０４は、カウント結果報告メッセージを決定し、報告１２２４をＭＣ
Ｅ１２０６に送り得る。いくつかの態様では、報告は、アクティブ化または非アクティブ
化メッセージがどこから受信されたかに関する情報を含む。ＵＥ１２０２のアクティブ化
／非アクティブ化メッセージと、そのメッセージがどこから送られたかとを監視すること
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によって、ネットワークは、説明したように、所与のＭＢＭＳに関係する各セル中のユー
ザの数を決定し得る。
【０１１８】
　[0139]　ＢＭ－ＳＣ１２１２は、説明したように、１２２６において、カウント結果に
基づいてＭＣＥ１２０６にセッション開始要求を送ることができる。ＭＣＥは、１２２８
において、ｅＮＢ１２０４に対するカウント手順をトリガすることができ、１２３０にお
いて、セッション開始要求を送ることができる。ｅＮＢ１２０４は、１２３２において、
ＭＣＣＨを介して、たとえば、図５に関して上記で説明したようにＭＣＣＨ変更通知を使
用してセッションの開始をＵＥ１２０２に通信し得る。その上、ｅＮＢ１２０４およびＭ
ＢＭＳ－ＧＷ１２１０は、１２３４において、ＩＧＭＰジョインを実行することができ、
ＢＭ－ＳＣ１２１２は、１２３６において、ＵＥ１２０２にブロードキャストするための
ＭＢＭＳデータを与えることができる。ＭＢＭＳ－ＧＷ１２１０は、１２３８において、
ＭＢＭＳデータを受信することができ、１２４０においてＵＥ１２０２にブロードキャス
トするために、１２３８において、ＭＢＭＳデータをｅＮＢ１２０４に与えることができ
る。
【０１１９】
　[0140]　いくつかの態様では、ｅＮＢ１２０４は、ＵＥから通知を受信するとサービス
アクティブ化／非アクティブ化を報告する。他の態様では、ｅＮＢは、ＭＣＥにカウント
結果報告メッセージを送る前に、ある時間期間の間待ち、ＵＥからの通知を蓄積する。さ
らに他の態様では、ＵＥ１２０２は、ＭＣＥ１２０６から受信したカウント要求に応答し
て報告を送る。上記で説明したように、ＭＣＥ１２０６は、サービス送信のモードを決定
するためにカウント結果報告メッセージを使用し得る。
【０１２０】
　[0141]　図１３に、ワイヤレスサービスを受信するか、またはワイヤレスサービスに関
心がある装置をカウントするためのシステム１３００を示す。システム１３００は、説明
したように、ワイヤレスネットワークへのアクセスを受信するためにｅＮＢ１３０４と通
信するＵＥ１３０２を含む。さらに、システム１３００は、ブロードキャストデータサー
ビスへのアクセスを管理するために、ＭＣＥ１３０６、ＭＭＥ１３０８、ＭＢＭＳ－ＧＷ
１３１０、および／またはＢＭ－ＳＣ１３１２などのコアネットワーク構成要素を含む。
システム１３００において、ＵＥ１３０２は、ｅＮＢ１３０４にカウント応答メッセージ
を周期的に送信する。この周期的送信は、たとえば、ｅＮＢ１３０４からのカウント要求
がない場合でも実行され得る。
【０１２１】
　[0142]　たとえば、図示のように、ＵＥ１３０２は、１３１４において、利用可能なｅ
ＭＢＭＳを決定するためのＭＢＳＦＮサブフレームとＭＣＣＨ情報とを決定するために、
オーバーヘッドメッセージを読み取ることができる。さらに、ｅＮＢ１３０４は、１３１
６において、ＭＣＣＨを介してMBSFNAreaConfigurationを与えることができる。ＵＥ１３
０２は、ＭＢＭＳベアラを介して、またはユニキャストベアラを介してサービス告知１３
１８を受信する。ＵＥ１３０２は、１３２０において、ＢＭ－ＳＣ１３１２によって少な
くとも部分的に処理されるサービスについての登録要求を送る。
【０１２２】
　[0143]　サービス１３２０に登録したとき、ＵＥ１３０２は報告期間タイマーを設定し
得る。１３３２において報告期間タイマーが満了したとき、ＵＥ１３０２はカウント応答
メッセージ１３２４を生成し、送信する。次いで、報告期間タイマーはリセットされ、タ
イマーの次の満了時に別のカウント応答メッセージが送られ得る。このようにして、カウ
ント応答メッセージは、報告期間に実質的に等しい期間においてＵＥ１３０２によって送
信され得る。
【０１２３】
　[0144]　いくつかの態様では、ＵＥ１３０２は、受信したオーバーヘッドメッセージに
基づいて報告期間を決定する。たとえば、報告期間は、タイマー値、時間間隔、１つまた
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は複数の明示的時間などとしてＭＢＳＦＮ構成メッセージ中に含められ得る。いくつかの
態様では、ＵＥ１３０２は、１３２０において、サービスのための登録中に受信された情
報に基づいて報告期間を決定する。たとえば、ＢＭ－ＳＣ１３１２は、登録中に報告期間
を決定し、ＵＥ１３０２に通知し得る。
【０１２４】
　[0145]　いくつかの態様では、ＵＥ１３０２は、オーバーヘッドメッセージに基づいて
、および／または登録中に受信された情報に基づいて、カウント応答メッセージ中にどの
サービスを含めるべきかを決定する。他の態様では、ＵＥ１３０２は、サービスのタイプ
に基づいてどのサービスを報告すべきかを決定することが可能であるか、またはＵＥ１３
０２は、いくつかのサービスを報告するようにプログラムされる。
【０１２５】
　[0146]　カウント応答メッセージは、接続状態のＵＥ、ならびにアイドル状態のＵＥに
よって周期的に生成され、送られ得る。ＵＥがアイドル状態にある場合、ＵＥはシステム
１３００に関して上記で説明したように接続状態への変更を開始し得る。ＵＥが接続モー
ドにあるとき、ＵＥはデータアップロード上にカウント応答メッセージをピギーバックし
、その後タイマーをリセットし得る。このようにして、カウント応答メッセージのための
別個の送信は必要とされないであろう。
【０１２６】
　[0147]　カウント結果１３２４を受信した後に、ｅＮＢ１３０４は、ＭＣＥ１３０６に
カウント結果報告メッセージ１３２６を送り得る。報告は、カウント応答メッセージの受
信時に送られ得るか、あるいはたとえば、ＭＣＥ１３０６が図１２においてサービスアク
ティブ化／非アクティブ化を報告するように動作する方法と同様の方法で、ＭＣＥ１３０
６は、ある時間期間の間待ち得るか、またはＭＣＥ１３０６からの要求を待ち得る。ＭＣ
Ｅ１３０６は、報告されたサービスのための送信モードを決定するためにカウント結果報
告メッセージを使用し得る。
【０１２７】
　[0148]　ＢＭ－ＳＣ１３１２は、説明したように、１３２８において、カウント結果に
基づいてＭＣＥ１３０６にセッション開始要求を送ることができる。ＭＣＥは、ｅＮＢ１
３０４にセッション開始要求１３３０を送ることができる。ｅＮＢ１３０４は、１３３２
において、ＭＣＣＨを介して、たとえば、図５に関して上記で説明したようにＭＣＣＨ変
更通知を使用してセッションの開始をＵＥ１３０２に通信し得る。その上、ｅＮＢ１３０
４およびＭＢＭＳ－ＧＷ１３１０は、１３３４において、ＩＧＭＰジョインを実行するこ
とができ、ＢＭ－ＳＣ１３１２は、１３３６において、ＵＥ１３０２にブロードキャスト
するためのＭＢＭＳデータを与えることができる。ＭＢＭＳ－ＧＷ１３１０は、１３３８
において、ＭＢＭＳデータを受信することができ、１３４０においてＵＥ１２０２にブロ
ードキャストするために、１３３８において、ＭＢＭＳデータをｅＮＢ１３０４に与える
ことができる。
【０１２８】
　[0149]　図１４～図１７に、ブロードキャストデータを要求するデバイス、ブロードキ
ャストデータを受信することに関心があるデバイス、または場合によっては、ブロードキ
ャストデータに関係するデバイスをカウントすることに関係する例示的な方法を示す。説
明を簡単にするために、方法を一連の行為として図示し説明するが、いくつかの行為は、
１つまたは複数の実施形態によれば、本明細書で図示し説明する他の行為と同時に、およ
び／または異なる順序で行われ得るので、方法は行為の順序によって限定されないことを
理解および諒解されたい。たとえば、方法は、状態図など、一連の相互に関係する状態ま
たはイベントとして代替的に表現され得ることを諒解されたい。さらに、１つまたは複数
の実施形態による方法を実施するために、図示のすべての行為が必要とされるとは限らな
い。
【０１２９】
　[0150]　図１４に、ＭＢＭＳなどのワイヤレスサービスとともに使用する方法１４００
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を示す。いくつかの態様では、ＡＴ１１６、１２２などのＵＥは、たとえば、図５に示し
た通信５０２に関して上記で説明したようにＭＣＣＨを介して受信された情報に基づいて
ＭＢＭＳを使用するための方法１４００を実行し得る。
【０１３０】
　[0151]　１４０２において、ＵＥが、ＭＢＭＳユーザサービス登録を実行する。ＵＥは
、ネットワークに登録要求を送信することによってこれを達成し得る。ＢＭ－ＳＣは、Ｕ
ＥがＭＢＭＳに登録することを許されるかどうかを決定し、それに応答してＵＥに送信す
るためにｅＮＢに許可メッセージを送り得る。
【０１３１】
　[0152]　１４０４において、ＵＥにおいて、たとえば、ＭＢＭＳベアラまたはユニキャ
ストベアラを介してサービス告知を受信する。１４０６において、ＵＥは、ＭＢＭＳベア
ラサービスを局所的にアクティブ化する。しかしながら、ＭＢＭＳブロードキャストサー
ビスアクティブ化手順は、ネットワーク中のユーザを登録しないことがあり、局所的手順
であり得る。たとえば、ＵＥ上で実行するアプリケーションは、ＭＢＭＳベアラサービス
をアクティブ化することができ、それは、ＭＢＭＳの対応する周波数にわたって受信され
た信号を復号することを試みるために受信機をアクティブ化することを含むことができる
。したがって、概して、ＵＥとネットワークとの間で交換されるＭＢＭＳベアラサービス
固有のシグナリングがなく、ブロードキャストサービスアクティブ化手順は、ＵＥ、ＭＭ
Ｅ、およびＭＢＭＳ　ＧＷにおいてＭＢＭＳ　ＵＥコンテキストを確立しない。
【０１３２】
　[0153]　１４０８において、ＭＢＭＳベアラサービスセッションは開始し、ＵＥはｅＮ
ＢからＭＢＭＳデータを受信し始める。ＵＥは、アイドルモードまたは接続モードのいず
れかでサービスを受信し得る。接続モードは、信号追跡と同期とフィードバックとを必要
とし得る。接続モードでは、ＵＥは、ユニキャスト接続を使用してｅＮＢに情報を返送し
得る。アイドルモードでは、ＵＥは、接続モードに関して上記で説明した機能のすべてを
実行することなしにＭＢＭＳのブロードキャストを受信し得る。アイドルモードでは、し
かしながら、ＵＥはｅＮＢに情報を送り返すことができない。
【０１３３】
　[0154]　ブロック１４１０において、ＭＢＭＳ通知を受信する。その後、ブロック１４
１２において、データを転送し、それはＵＥがｅＮＢからデータを受信することを含むこ
とができる。データが転送された後、一例では、ブロック１４１４において、セッション
を停止し、それは、ｅＮＢから停止されたセッションの指示を受信することを含むことが
できる。たとえば、ＢＭ－ＳＣは、ｅＮＢに１つまたは複数のイベント（たとえば、しき
い値を下回るＵＥの数を指定する、ｅＮＢから受信したカウント要求に対する応答）に基
づいてセッションを停止するように指令することができる。１４１６において、その後Ｍ
ＢＭＳベアラサービスを非アクティブ化する。アクティブ化と同様に、非アクティブ化は
、一般に局所的手順である。このようにして、ＭＢＭＳベアラサービスは、ＵＥによって
使用され得る。
【０１３４】
　[0155]　図１５は、ブロードキャスト通信しているデバイスカウントを要求すべきかど
うかを決定するために登録要求をカウントするための例示的な方法１５００を示す。１５
０２において、デバイスに関係するブロードキャストデータについての登録要求を受信す
る。たとえば、要求は、ｅＭＢＭＳについてのものであり得、ユニキャストチャネルを介
したユーザサービス登録要求を含むことができる。別の例では、要求は、ブロードキャス
トデータについての要求に関係するＢＭ－ＳＣから受信され得る。
【０１３５】
　[0156]　１５０４において、登録要求に部分的に基づいて登録カウントを増分する。登
録カウントは、メモリまたは他の記憶媒体に記憶され得、受信された登録要求ごとに増分
され得る。いくつかの例では、デバイスの識別情報は、単一のデバイスについての複数の
登録カウントを防ぐために、前に登録したデバイスを用いて検証され得る。別の例では、
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登録カウントは、受信される登録解除要求について減分され得る。
【０１３６】
　[0157]　１５０６において、登録カウントに部分的に基づいて１つまたは複数の基地局
にデバイスのカウントを要求すべきかどうかを決定する。たとえば、登録数が少なくとも
しきい値にある場合、カウントはブロードキャストデータを受信するか、ブロードキャス
トデータを受信することに関心があるデバイスのカウントを決定することを要求され得る
。たとえば、説明したように、カウントは、（たとえば、ｅＭＢＭＳにおける）要求／応
答カウントを含むことができる。別の例では、登録カウントは、ブロードキャストデータ
のためにユニキャスト通信を使用すべきか、マルチキャスト通信を使用すべきかを決定す
るためなど、他の目的のためにも使用され得る。登録数がしきい値を下回る場合、たとえ
ば、本明細書で説明するように、カウントは要求される必要はない。別の例では、ブロー
ドキャストモードは、しきい値に関して登録数に基づいてアクティブ化／非アクティブ化
され得る。
【０１３７】
　[0158]　図１６に、ＭＢＳＦＮをアクティブ化すべきかどうかを決定するための例示的
な方法１６００を示す。１６０２において、ＢＭ－ＳＣから登録情報および／またはＴＡ
Ｕ情報を受信する。たとえば、これは、登録の指示、登録に関係するパラメータなどを受
信することを含むことができる。１６０４において、エリア中にしきい値数のＵＥが登録
されているかどうかを決定する。エリアは、たとえば、ＴＡＵに関係することができる。
【０１３８】
　[0159]　エリア中に登録されたＵＥの数が少なくともしきい値にある場合、１６０６に
おいて、ＭＢＳＦＮをアクティブ化する。これは、ＵＥにブロードキャストデータを通信
するために複数の基地局を採用することを含むことができる。エリア中に登録されたＵＥ
の数がしきい値を達成しない場合、実際にブロードキャストデータを受信しているデバイ
スのより正確なカウントを取得するために、１６０８において、カウント要求を１つまた
は複数の基地局に送る。１６１０において、しきい値数（のデバイス）が応答中に示され
るかどうかを決定する。示される場合、１６０６において、ＭＢＳＦＮをアクティブ化す
る。示されない場合、１６１４において、ＭＢＳＦＮを非アクティブ化するか、または使
用可能にしない。
【０１３９】
　[0160]　図１７に、基地局から受信したカウント要求に応答するための例示的な方法１
７００を示す。１７０２において、基地局とアイドルモードで通信している間に基地局か
らカウント要求を受信する。たとえば、説明したように、カウント要求は、基地局からの
ページングメッセージ中で受信され得る。
【０１４０】
　[0161]　１７０４において、基地局との通信をアクティブモードに切り替える。一例で
は、アクティブモードに切り替えることは、カウント要求を受信することに基づいて、ま
たは別の目的のために（たとえば、基地局から受信したページング信号、アプリケーショ
ンからのネットワークアクセスについての要求などに基づいて）行われ得る。別の例では
、アクティブモードへの切替えは、その間に基地局と通信するためにアクティブモードが
利用されない、カウント要求を受信してからの時間期間の満了を決定することに基づくこ
とができる。
【０１４１】
　[0162]　いずれの場合も、１７０６において、アクティブモードで１回、カウント要求
に応答する。たとえば、これは、アクティブモードでの通信のために確立されたユニキャ
ストチャネルを介して基地局にカウント応答を通信することを含むことができる。
【０１４２】
　[0163]　本明細書で説明する１つまたは複数の態様によれば、説明したように、カウン
トを要求すべきかどうか、および／または登録カウントに基づいてＭＢＳＦＮをアクティ
ブ化すべきかどうかを決定すること、カウント要求に応答するためにアクティブ通信モー
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ドに切り替えるべきかどうかを決定することなどに関する推測が行われ得ることを諒解さ
れよう。本明細書で使用する「推論する」または「推論」という用語は、概して、イベン
トおよび／またはデータを介して捕捉された観察のセットから、システム、環境、および
／またはユーザの状態について推理するまたは推論するプロセスを指す。推論は、特定の
コンテキストまたはアクションを識別するために採用され得、あるいは、たとえば、状態
の確率分布を生成することができる。推論は、確率的、すなわち、データおよびイベント
の考察に基づく当該の状態の確率分布の計算であり得る。推論は、イベントおよび／また
はデータのセットからより高いレベルのイベントを構成するために採用される技法を指す
こともある。そのような推論から、イベントが時間的に近接して相関するか否かにかかわ
らず、ならびにイベントおよびデータが１つまたは複数のイベントおよびデータの発生源
に由来するかどうかにかかわらず、観測されたイベントおよび／または記憶されたイベン
トデータのセットから新しいイベントまたはアクションが構成される。
【０１４３】
　[0164]　図１８に、登録カウントに基づいてデバイスカウントを可能にすべきかどうか
を決定するためのシステム１８００を示す。たとえば、システム１８００は、ＭＣＥ、Ｂ
Ｍ－ＳＣなどの内部に少なくとも部分的に常駐することができる。システム１８００は機
能ブロックを含むものとして表されており、その機能ブロックは、プロセッサ、ソフトウ
ェア、またはそれらの組合せ（たとえば、ファームウェア）によって実装される機能を表
す機能ブロックとすることができることを諒解されたい。システム１８００は、連携して
動作することができる電気構成要素の論理グルーピング１８０２を含む。たとえば、論理
グルーピング１８０２は、デバイスに関係するブロードキャストデータについての登録要
求を受信するための電気的構成要素１８０４を含むことができる。これは、デバイスの登
録要求、ＢＭ－ＳＣから受信した関係情報などであり得る。したがって、登録要求は、ア
ップリンク信号においてデバイスから受信されること、コアネットワーク通信を介してＢ
Ｍ－ＳＣから受信されることなどが可能である。論理グルーピング１８０２は、また、登
録要求に部分的に基づいて登録カウントを増分するための電気的構成要素１８０６を含む
ことができる。たとえば、登録カウントは、メモリ（たとえば、メモリ１８１０）に記憶
され得、ＭＢＭＳを受信するために登録されたデバイスの数に対応することができる。し
たがって、電気的構成要素１８０６は、デバイスからＭＢＭＳについての登録要求を受信
すると、記憶された登録カウントを増分することができる。
【０１４４】
　[0165]　さらに、説明したように、電気的構成要素１８０６は、電気的構成要素１８０
４が登録解除要求を受信したことに基づいて登録カウントを減分することができる。論理
グルーピング１８０２はまた、登録カウントに部分的に基づいて１つまたは複数の基地局
にデバイスのカウントを要求すべきかどうかを決定するための電気的構成要素１８０８を
含むことができる。たとえば、これは、記憶された登録カウントが少なくともしきい値に
あるかどうかに基づくことができる。しきい値にある場合、カウントは、１つまたは複数
の基地局に要求され得、それは、説明したように、ネットワーク接続を介してカウントを
要求するための指示を１つまたは複数の基地局に通信することを含むことができる。たと
えば、上記で説明したように、電気的構成要素１８０４は、登録情報受信構成要素６１０
を含むことができ、電気的構成要素１８０６は、デバイスカウント構成要素６１２を含む
ことができる。さらに、たとえば、電気的構成要素１８０８は、一態様では、上記で説明
したように、カウント要求決定構成要素６１４を含むことができる。
【０１４５】
　[0166]　さらに、システム１８００は、電気構成要素１８０４、１８０６、および１８
０８に関連する機能を実行するための命令を保持するメモリ１８１０を含むことができる
。メモリ１８１０の外部にあるものとして示されているが、電気構成要素１８０４、１８
０６、および１８０８のうちの１つまたは複数は、メモリ１８１０の内部に存在すること
ができることを理解されたい。電気的構成要素１８０４、１８０６、および１８０８は、
一例では、構成要素間の通信を可能にするために、バス１８１２または同様の接続を介し
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て相互接続され得る。一例では、電気構成要素１８０４、１８０６、および１８０８は、
少なくとも１つのプロセッサを含むことができるか、または、各電気構成要素１８０４、
１８０６、および１８０８は、少なくとも１つのプロセッサの対応するモジュールであり
得る。さらに、追加または代替の例では、電気構成要素１８０４、１８０６、および１８
０８は、コンピュータ可読媒体を含むコンピュータプログラム製品であり得、各電気構成
要素１８０４、１８０６、および１８０８は、対応するコードであり得る。
【０１４６】
　[0167]　図１９に、基地局からのカウント要求に応答するためのシステム１９００を示
す。たとえば、システム１９００は、少なくとも部分的にデバイスまたは他の受信機内に
常駐することができる。システム１９００は機能ブロックを含むものとして表されており
、その機能ブロックは、プロセッサ、ソフトウェア、またはそれらの組合せ（たとえば、
ファームウェア）によって実装される機能を表す機能ブロックであり得ることを諒解され
たい。システム１９００は、連携して動作することができる電気構成要素の論理グルーピ
ング１９０２を含む。たとえば、論理グルーピング１９０２は、基地局とアイドルモード
で通信している間に基地局からカウント要求を受信するための電気的構成要素１９０４を
含むことができる。たとえば、カウント要求は、基地局からのページングメッセージ中で
受信され得る。論理グルーピング１９０２はまた、基地局と通信するためにアクティブモ
ードに切り替えるための電気的構成要素１９０６を含むことができる。
【０１４７】
　[0168]　一例では、電気的構成要素１９０６は、説明したように、カウント要求を通信
するために、または別の目的のために、アクティブモードに切り替えることができる。ア
クティブモードに切り替えることは、１つまたは複数の基地局と通信するために１つまた
は複数の無線インターフェースをアクティブ化することを含むことができる。論理グルー
ピング１９０２はまた、アクティブモードである間にカウント要求に応答するための電気
的構成要素１９０８を含むことができる。カウント要求は、１つまたは複数の基地局に、
それらの基地局へのアップリンク接続を介してカウント応答を送信することによって応答
され得る。たとえば、上記で説明したように、電気的構成要素１９０４は、カウント要求
受信構成要素１００６を含むことができ、電気的構成要素１９０６は、通信モード構成要
素１００８を含むことができる。さらに、たとえば、電気的構成要素１９０８は、一態様
では、カウント要求応答構成要素１０１０を含むことができる。
【０１４８】
　[0169]　さらに、システム１９００は、電気構成要素１９０４、１９０６、および１９
０８に関連する機能を実行するための命令を保持するメモリ１９１０を含むことができる
。メモリ１９１０の外部にあるものとして示されているが、電気構成要素１９０４、１９
０６、および１９０８のうちの１つまたは複数は、メモリ１９１０の内部に存在すること
ができることを理解されたい。電気的構成要素１９０４、１９０６、および１９０８は、
一例では、構成要素間の通信を可能にするために、バス１９１２または同様の接続を介し
て相互接続され得る。一例では、電気構成要素１９０４、１９０６、および１９０８は、
少なくとも１つのプロセッサを含むことができるか、または、各電気構成要素１９０４、
１９０６、および１９０８は、少なくとも１つのプロセッサの対応するモジュールであり
得る。さらに、追加または代替の例では、電気構成要素１９０４、１９０６、および１９
０８は、コンピュータ可読媒体を含むコンピュータプログラム製品であり得、各電気構成
要素１９０４、１９０６、および１９０８は、対応するコードであり得る。
【０１４９】
　[0170]　図２０は、カウント要求に応答することを可能にするモバイルデバイス２００
０の図である。モバイルデバイス２０００は、たとえば受信アンテナ（図示せず）から信
号を受信し、受信信号に対して典型的な動作（たとえば、フィルタ処理、増幅、ダウンコ
ンバートなど）を行い、サンプルを得るために調整された信号をデジタル化する受信機２
００２を含み得る。受信機２００２は、受信したシンボルを復調し、それらをチャネル推
定のためにプロセッサ２００６に与えることができる復調器２００４を含むことができる
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。プロセッサ２００６は、受信機２００２によって受信された情報の分析および／または
送信機２００８による送信のための情報の生成に専用のプロセッサ、モバイルデバイス２
０００の１つまたは複数の構成要素を制御するプロセッサ、ならびに／あるいは受信機２
００２によって受信された情報の分析、送信機２００８による送信のための情報の生成、
およびモバイルデバイス２０００の１つまたは複数の構成要素の制御を行うプロセッサで
あり得る。
【０１５０】
　[0171]　モバイルデバイス２０００は、さらに、メモリ２０１０を含むことができ、メ
モリ２０１０は、プロセッサ２００６に動作可能に結合され、送信すべきデータ、受信さ
れたデータ、利用可能なチャネルに関係する情報、分析された信号および／または干渉強
度に関連するデータ、割り当てられたチャネル、電力、レートなどに関係する情報、なら
びにチャネルを推定し、そのチャネルを介して通信するための他の適切な情報を記憶する
ことができる。メモリ２０１０は、さらに（たとえばパフォーマンスベース、容量ベース
などの）チャネルの推定および／または利用に関連するプロトコルおよび／またはアルゴ
リズムを記憶することができる。
【０１５１】
　[0172]　本明細書で説明するデータストア（たとえば、メモリ２０１０）は、揮発性メ
モリまたは不揮発性メモリのいずれかであり得るか、あるいは揮発性メモリと不揮発性メ
モリの両方を含むことができることを諒解されよう。限定ではなく例として、不揮発性メ
モリは、読取り専用メモリ（ＲＯＭ）、プログラマブルＲＯＭ（ＰＲＯＭ）、電気的プロ
グラマブルＲＯＭ（ＥＰＲＯＭ）、電気的消去可能ＰＲＯＭ（ＥＥＰＲＯＭ）、またはフ
ラッシュメモリを含むことができる。揮発性メモリは、外部キャッシュメモリとして働く
ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）を含むことができる。限定ではなく例として、ＲＡＭ
は、同期ＲＡＭ（ＳＲＡＭ）、ダイナミックＲＡＭ（ＤＲＡＭ）、同期ＤＲＡＭ（ＳＤＲ
ＡＭ）、ダブルデータレートＳＤＲＡＭ（ＤＤＲ　ＳＤＲＡＭ）、拡張ＳＤＲＡＭ（ＥＳ
ＤＲＡＭ）、シンクリンクＤＲＡＭ（ＳＬＤＲＡＭ）、およびダイレクトランバスＲＡＭ
（ＤＲＲＡＭ）など、多くの形態において利用可能である。主題のシステムおよび方法の
メモリ２０１０は、これらおよび他の適切なタイプのメモリを、それらに限定されること
なく、含むものとする。
【０１５２】
　[0173]　プロセッサ２００６は、さらに随意に、カウント要求受信構成要素１００６と
同様であり得るカウント要求受信構成要素２０１２、通信モード構成要素１００８と同様
であり得る通信モード構成要素２０１４、および／またはカウント要求応答構成要素１０
１０と同様であり得るカウント要求応答構成要素２０１６に動作可能に結合され得る。
【０１５３】
　[0174]　モバイルデバイス２０００は、またさらに、たとえば、基地局、別のモバイル
デバイスなどへの送信機２００８による送信のための信号を変調する変調器２０１８を含
む。その上、たとえば、モバイルデバイス２０００は、説明したように、複数のネットワ
ークインターフェースのための複数の送信機２００８を含むことができる。プロセッサ２
００６とは別個のものとして図示されているが、カウント要求受信構成要素２０１２、通
信モード構成要素２０１４、カウント要求応答構成要素２０１６、復調器２００４、およ
び／または変調器２０１８は、プロセッサ２００６または複数のプロセッサ（図示せず）
の一部であり得、ならびに／あるいはプロセッサ２００６が実行するためのメモリ２０１
０中の命令として記憶され得ることを諒解されたい。
【０１５４】
　[0175]　図２１に、ＭＣＥ３０４、６０６、７０６、８０６、９０６、１１０８、１２
０６、１３０６など、ＢＷ－ＳＣ３１２、６１２、７１２、８１２、９１２、１１１４、
１２１２、１３１２などを含むことができるコンピュータデバイス２１００を示す。コン
ピュータデバイス２１００は、本明細書で説明する構成要素および機能のうちの１つまた
は複数に関連する処理機能を実行するためのプロセッサ２１０２を含む。プロセッサ２１
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０２は、プロセッサまたはマルチコアプロセッサの単一または複数のセットを含むことが
できる。さらに、プロセッサ２１０２は、統合処理システムおよび／または分散処理シス
テムとして実装され得る。
【０１５５】
　[0176]　コンピュータデバイス２１００は、プロセッサ２１０２によって実行されてい
るアプリケーションのローカルバージョンを記憶するなどのためのメモリ２１０４をさら
に含む。メモリ２１０４は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、読取り専用メモリ（Ｒ
ＯＭ）、テープ、磁気ディスク、光ディスク、揮発性メモリ、不揮発性メモリ、およびそ
れらの任意の組合せなど、コンピュータが使用できる実質的にどんなタイプのメモリでも
含むことができる。コンピュータデバイス２１００は、メモリ２１０４に記憶され得る、
（たとえば、メモリ２１０４に記憶された命令に基づいて）プロセッサ２１０２によって
実行され得る、１つまたは複数のプロセッサ２１０２内に実装され得るなどの１つまたは
複数の構成要素２１０６～２１２２をも含む。
【０１５６】
　[0177]　さらに、コンピュータデバイス２１００は、本明細書で説明するように、ハー
ドウェア、ソフトウェア、およびサービスを利用して、１つまたは複数の相手との通信を
確立し、維持することを行う通信構成要素２１０６を含む。通信構成要素２１０６は、コ
ンピュータデバイス２１００上の構成要素間、ならびにコンピュータデバイス２１００と
、通信ネットワーク上に位置するデバイス、および／またはコンピュータデバイス２１０
０に直列またはローカルに接続されたデバイスなどの外部デバイスとの間の通信を伝え得
る。たとえば、通信構成要素２１０６は、１つまたは複数のバスを含み得、それぞれ送信
機および受信機に関連する、外部デバイスとインターフェースするように動作可能な送信
チェーン構成要素および受信チェーン構成要素をさらに含み得る。
【０１５７】
　[0178]　さらに、コンピュータデバイス２１００は、データストア２１０８をさらに含
み得、データストア２１０８は、本明細書で説明する態様に関連して採用される情報、デ
ータベース、およびプログラムの大容量記憶を与えるハードウェアおよび／またはソフト
ウェアの任意の適切な組合せであり得る。たとえば、データストア２１０８は、プロセッ
サ２１０２によって現在実行されていないアプリケーションのためのデータリポジトリ（
data repository）であり得る。
【０１５８】
　[0179]　コンピュータデバイス２１００は、随意に、コンピュータデバイス２１００の
ユーザから入力を受信するように動作可能であり、ユーザへの提示のための出力を生成す
るようにさらに動作可能なインターフェース構成要素２１１０を含み得る。インターフェ
ース構成要素２１１０は、限定はしないが、キーボード、テンキー、マウス、タッチセン
シティブディスプレイ、ナビゲーションキー、ファンクションキー、マイクロフォン、音
声認識構成要素、ユーザから入力を受信することが可能な他の機構、またはそれらの任意
の組合せを含む、１つまたは複数の入力デバイスを含み得る。さらに、インターフェース
構成要素２１１０は、限定はしないが、ディスプレイ、スピーカー、触覚フィードバック
機構（haptic feedback mechanism）、プリンタ、出力をユーザに提示することが可能な
他の機構、またはそれらの任意の組合せを含む、１つまたは複数の出力デバイスを含み得
る。別の例では、インターフェース構成要素２１１０は、コンピュータデバイス２１００
上の機能を実行するために、１つまたは複数のデバイスによってアクセスされ得るアプリ
ケーションプログラミングインターフェース（ＡＰＩ）であり得る。
【０１５９】
　[0180]　さらに、図示された例では、コンピュータデバイス２１００は、随意に、登録
情報受信構成要素６１０と同様であり得る登録情報受信構成要素２１１２、デバイスカウ
ント構成要素６１２と同様であり得るデバイスカウント構成要素２１１４、カウント要求
決定構成要素６１４と同様であり得るカウント要求決定構成要素２１１６、ブロードキャ
スト決定構成要素６１６と同様であり得るブロードキャスト決定構成要素２１１８、デバ
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イス登録構成要素６１８と同様であり得るデバイス登録構成要素２１２０、および／また
は登録情報提供構成要素６２０と同様であり得る登録情報提供構成要素２１２２のうちの
１つまたは複数を含むことができる。したがって、これらの構成要素２１１２、２１１４
、２１１６、２１１８、２１２０、および／または２１２２は、説明したように、これら
の構成要素に関連する命令を実行するためのプロセッサ２１０２、これらの構成要素に関
連する情報を記憶するためのメモリ２１０４、通信を実行するための通信構成要素２１０
６などを利用することができる。さらに、コンピュータデバイス２１００が、本明細書で
説明する追加または代替の構成要素を含むことができることを諒解されたい。
【０１６０】
　[0181]　図２２は、ワイヤレス通信を使用して１つまたは複数のデバイスと通信するこ
とを可能にするシステム２２００の図である。システム２２００は、実質的に任意の基地
局（たとえば、フェムトセル、ピコセルなどの小さい基地局、モバイル基地局、．．．）
、リレーなどであり得る基地局２２０２を備え、基地局２２０２は、（たとえば、説明し
たように、複数のネットワーク技術であり得る）複数の受信アンテナ２２０６を介して１
つまたは複数のモバイルデバイス２２０４から（１つまたは複数の）信号を受信する受信
機２２１０と、（たとえば、説明したように、複数のネットワーク技術であり得る）複数
の送信アンテナ２２０８を介して１つまたは複数のモバイルデバイス２２０４に送信する
送信機２２２８とを有する。さらに、一例では、送信機２２２８は、ワイヤードフロント
リンク上でモバイルデバイス２２０４に送信することができる。受信機２２１０は、１つ
または複数の受信アンテナ２２０６から情報を受信することができ、受信された情報を復
調する復調器２２１２と動作可能に結合される。さらに、一例では、受信機２２１０は、
ワイヤードバックホールリンクから受信することができる。さらに、別々のアンテナとし
て示されるが、少なくとも１つの送信アンテナ２２０８と少なくとも１つの受信アンテナ
２２０６とは、単一のアンテナとして結合され得ることを諒解されたい。復調されたシン
ボルは、図２０に関して上述したプロセッサと同様のものであり得るプロセッサ２２１４
によって分析され、プロセッサ２２１４は、信号（たとえばパイロット）強度および／ま
たは干渉強度、（１つまたは複数の）モバイルデバイス２２０４（または異種基地局（図
示せず））に送信されるべきデータまたはそこから受信されるべきデータを推定すること
に関係する情報、および／または本明細書に記載の様々な動作および機能を行うことに関
係する他の適切な情報を記憶するメモリ２２１６に結合される。
【０１６１】
　[0182]　プロセッサ２２１４は、さらに随意に、カウント構成要素１０１２と同様であ
り得るカウント構成要素２２１８、および／またはカウント報告構成要素１０１４と同様
であり得るカウント報告構成要素２２２０に結合される。その上、たとえば、プロセッサ
２２１４は、変調器２２２６を使用して送信されるべき信号を変調し、送信機２２２８を
使用して被変調信号を送信することができる。送信機２２２８は、Ｔｘアンテナ２２０８
上で信号をモバイルデバイス２２０４に送信することができる。さらにまた、プロセッサ
２２１４とは別個のものとして図示されているが、カウント構成要素２２１８、カウント
報告構成要素２２２０、復調器２２１２、および／または変調器２２２６は、プロセッサ
２２１４または複数のプロセッサ（図示せず）の一部であり得、および／またはプロセッ
サ２２１４が実行するためのメモリ２２１６中の命令として記憶され得ることを諒解され
たい。
【０１６２】
　[0183]　本明細書で開示した実施形態に関して説明した様々な例示的なロジック、論理
ブロック、モジュール、構成要素、および回路は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセ
ッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲート
アレイ（ＦＰＧＡ）または他のプログラマブル論理デバイス、個別ゲートまたはトランジ
スタロジック、個別ハードウェア構成要素、あるいは本明細書で説明した機能を実行する
ように設計されたそれらの任意の組合せを用いて実装または実行され得る。汎用プロセッ
サはマイクロプロセッサであり得るが、代替として、プロセッサは、任意の従来のプロセ
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ッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、または状態機械であり得る。プロセッサは
また、コンピューティングデバイスの組合せ、たとえば、ＤＳＰとマイクロプロセッサと
の組合せ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと連携する１つまたは複数のマイクロ
プロセッサ、あるいは任意の他のそのような構成として実装され得る。さらに、少なくと
も１つのプロセッサは、上記で説明したステップおよび／またはアクションのうちの１つ
または複数を実行するように動作可能な１つまたは複数のモジュールを含み得る。例示的
な記憶媒体は、プロセッサが記憶媒体から情報を読み取り、記憶媒体に情報を書き込むこ
とができるようにプロセッサに結合され得る。代替として、記憶媒体はプロセッサに一体
化され得る。さらに、いくつかの態様では、プロセッサおよび記憶媒体はＡＳＩＣ中に常
駐し得る。さらに、ＡＳＩＣはユーザ端末中に常駐し得る。代替として、プロセッサおよ
び記憶媒体は、ユーザ端末中に個別構成要素として常駐し得る。
【０１６３】
　[0184]　１つまたは複数の態様では、説明した機能、方法またはアルゴリズムは、ハー
ドウェア、ソフトウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る
。ソフトウェアで実装する場合、機能は、１つまたは複数の命令またはコードとして、コ
ンピュータプログラム製品に組み込まれ得る、コンピュータ可読媒体上に記憶されるか、
あるいはコンピュータ可読媒体上で送信され得る。コンピュータ可読媒体は、ある場所か
ら別の場所へのコンピュータプログラムの転送を可能にする任意の媒体を含む、コンピュ
ータ記憶媒体とコンピュータ通信媒体の両方を含む。記憶媒体は、コンピュータによって
アクセスされ得る任意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、そのような
コンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭまたは他の光デ
ィスクストレージ、磁気ディスクストレージまたは他の磁気ストレージデバイス、あるい
は命令またはデータ構造の形態の所望のプログラムコードを搬送または記憶するために使
用され得、コンピュータによってアクセスされ得る、任意の他の媒体を含むことができる
。また、実質的にいかなる接続もコンピュータ可読媒体と呼ばれ得る。たとえば、ソフト
ウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回線（
ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術を使用して、ウ
ェブサイト、サーバ、または他のリモートソースから送信される場合、同軸ケーブル、光
ファイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイクロ波な
どのワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用するディスク（disk）お
よびディスク（disc）は、コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）、レーザディスク（disc
）、光ディスク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピー（登
録商標）ディスク（disk）およびブルーレイ（登録商標）ディスク（disc）を含み、ディ
スク（disk）は、通常、データを磁気的に再生し、ディスク（disc）は、通常、データを
レーザで光学的に再生する。上記の組合せもコンピュータ可読媒体の範囲内に含めるべき
である。
【０１６４】
　[0185]　上記の開示は、例示的な態様および／または実施形態について論じたが、添付
の特許請求の範囲によって定義された説明した態様および／または実施形態の範囲から逸
脱することなく、様々な変更および改変を本明細書で行うことができることに留意された
い。さらに、説明した態様および／または実施形態の要素は、単数形で説明または請求さ
れていることがあるが、単数形への限定が明示的に述べられていない限り、複数形が企図
される。さらに、任意の態様および／または実施形態の全部または一部は、別段の規定が
ない限り、任意の他の態様および／または実施形態の全部または一部とともに利用され得
る。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］　ブロードキャストデータに関係するデバイスをカウントするための方法であっ
て、
　デバイスに関係するブロードキャストデータについての登録要求を受信することと、
　前記登録要求を前記受信することに部分的に基づいて登録カウントを増分することと、



(38) JP 5992454 B2 2016.9.14

10

20

30

40

50

　前記登録カウントに部分的に基づいて１つまたは複数の基地局にデバイスのカウントを
要求すべきかどうかを決定することと
を備える、方法。
［Ｃ２］　前記登録カウントに部分的に基づいて前記ブロードキャストデータのためにマ
ルチキャスト通信を利用すべきかどうかを決定することをさらに備える、Ｃ１に記載の方
法。
［Ｃ３］　前記デバイスから登録解除要求を受信することと、
　前記登録解除要求を前記受信することに部分的に基づいて前記登録カウントを減分する
ことと
をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ４］　前記デバイスのカウントを要求することを決定することに基づいて、前記１つ
または複数の基地局にカウント要求を送信することをさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ５］　前記デバイスのカウントを要求することを決定することに部分的に基づいて、
カウントを要求するようにマルチキャスト協調エンティティに示すことをさらに備える、
Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ６］　ブロードキャストデータに関係するデバイスをカウントするための装置であっ
て、
　デバイスに関係するブロードキャストデータについての登録要求を受信するための手段
と、
　前記登録要求に部分的に基づいて登録カウントを増分するための手段と、
　前記登録カウントに部分的に基づいて１つまたは複数の基地局にデバイスのカウントを
要求すべきかどうかを決定するための手段と
を備える、装置。
［Ｃ７］　前記登録カウントに部分的に基づいて前記ブロードキャストデータのためにマ
ルチキャスト通信を利用すべきかどうかを決定するための手段をさらに備える、Ｃ６に記
載の装置。
［Ｃ８］　前記受信するための手段が、前記デバイスから登録解除要求を受信し、前記増
分するための手段が、前記登録解除要求に部分的に基づいて前記登録カウントを減分する
、Ｃ６に記載の装置。
［Ｃ９］　前記決定するための手段が、前記デバイスのカウントを要求することを決定す
ることに基づいて、前記１つまたは複数の基地局にカウント要求を送信する、Ｃ６に記載
の装置。
［Ｃ１０］　前記決定するための手段が、前記デバイスのカウントを要求することを決定
することに部分的に基づいて、カウントを要求するようにマルチキャスト協調エンティテ
ィに示す、Ｃ６に記載の装置。
［Ｃ１１］　ワイヤレス通信のための装置であって、
　　　デバイスに関係するブロードキャストデータについての登録要求を受信することと
、
　　　前記登録要求に部分的に基づいて登録カウントを増分することと、
　　　前記登録カウントに部分的に基づいて１つまたは複数の基地局にデバイスのカウン
トを要求すべきかどうかを決定することと
　を行うように構成された少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと
を備える、装置。
［Ｃ１２］　前記少なくとも１つのプロセッサが、前記登録カウントに部分的に基づいて
前記ブロードキャストデータのためにマルチキャスト通信を利用すべきかどうかを決定す
るようにさらに構成された、Ｃ１１に記載の装置。
［Ｃ１３］　前記少なくとも１つのプロセッサが、
　前記デバイスから登録解除要求を受信することと、
　前記登録解除要求を前記受信することに部分的に基づいて前記登録カウントを減分する
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ことと
を行うようにさらに構成された、Ｃ１１に記載の装置。
［Ｃ１４］　前記少なくとも１つのプロセッサが、前記デバイスのカウントを要求するこ
とを決定することに基づいて、前記１つまたは複数の基地局にカウント要求を送信するよ
うにさらに構成された、Ｃ１１に記載の装置。
［Ｃ１５］　前記少なくとも１つのプロセッサが、前記デバイスのカウントを要求するこ
とを決定することに部分的に基づいて、カウントを要求するようにマルチキャスト協調エ
ンティティに示すようにさらに構成された、Ｃ１１に記載の装置。
［Ｃ１６］　ブロードキャストデータに関係するデバイスをカウントするためのコンピュ
ータプログラム製品であって、
　　　少なくとも１つのコンピュータに、デバイスに関係するブロードキャストデータに
ついての登録要求を受信させるためのコードと、
　　　前記少なくとも１つのコンピュータに、前記登録要求に部分的に基づいて登録カウ
ントを増分させるためのコードと、
　　　前記少なくとも１つのコンピュータに、前記登録カウントに部分的に基づいて１つ
または複数の基地局にデバイスのカウントを要求すべきかどうかを決定させるためのコー
ドと
　を備える、非一時的コンピュータ可読媒体
を備える、コンピュータプログラム製品。
［Ｃ１７］　ブロードキャストデータに関係するデバイスをカウントするための装置であ
って、
　デバイスに関係するブロードキャストデータについての登録要求を受信するための登録
情報受信構成要素と、
　前記登録要求に部分的に基づいて登録カウントを増分するためのデバイスカウント構成
要素と、
　前記登録カウントに部分的に基づいて１つまたは複数の基地局にデバイスのカウントを
要求すべきかどうかを決定するためのカウント要求決定構成要素と
を備える、装置。
［Ｃ１８］　前記登録カウントに部分的に基づいて前記ブロードキャストデータのために
マルチキャスト通信を利用すべきかどうかを決定するためのブロードキャスト決定構成要
素をさらに備える、Ｃ１７に記載の装置。
［Ｃ１９］　前記登録情報受信構成要素が、前記デバイスから登録解除要求を受信し、前
記デバイスカウント構成要素が、前記登録解除要求に部分的に基づいて前記登録カウント
を減分する、Ｃ１７に記載の装置。
［Ｃ２０］　前記カウント要求決定構成要素が、前記デバイスのカウントを要求すること
を決定することに基づいて、前記１つまたは複数の基地局にカウント要求を送信する、Ｃ
１７に記載の装置。
［Ｃ２１］　前記カウント要求決定構成要素が、前記デバイスのカウントを要求すること
を決定することに部分的に基づいて、カウントを要求するようにマルチキャスト協調エン
ティティに示す、Ｃ１７に記載の装置。
［Ｃ２２］　基地局とのブロードキャスト通信のための方法であって、
　前記基地局とアイドルモードで通信している間に基地局からブロードキャストデータを
受信することに関係するカウント要求を受信することと、
　前記基地局と通信するためにアクティブモードに切り替えることと、
　前記アクティブモードである間に前記カウント要求に応答することと
を備える、方法。
［Ｃ２３］　前記アクティブモードに前記切り替えることが、前記カウント要求を受信す
ることに部分的に基づく、Ｃ２２に記載の方法。
［Ｃ２４］　前記アクティブモードに前記切り替えることが、前記カウント要求を受信し
てからの時間期間が前記アクティブモードに切り替えることなしに満了することを決定す
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ることに部分的に基づく、Ｃ２３に記載の方法。
［Ｃ２５］　前記アクティブモードに前記切り替えることが、アプリケーションからの要
求に基づくか、または前記基地局からページング信号を受信することに基づく、Ｃ２２に
記載の方法。
［Ｃ２６］　前記カウント要求に前記応答することが、ランダムアクセス手順の１つまた
は複数のメッセージ中に応答を含めることを備える、Ｃ２２に記載の方法。
［Ｃ２７］　基地局とのブロードキャスト通信のための装置であって、
　前記基地局とアイドルモードで通信している間に基地局からブロードキャストデータを
受信することに関係するカウント要求を受信するための手段と、
　前記基地局と通信するためにアクティブモードに切り替えるための手段と、
　前記アクティブモードである間に前記カウント要求に応答するための手段と
を備える、装置。
［Ｃ２８］　前記切り替えるための手段が、前記カウント要求に部分的に基づいて前記ア
クティブモードに切り替える、Ｃ２７に記載の装置。
［Ｃ２９］　前記切り替えるための手段は、前記カウント要求を受信してからの時間期間
が、前記アクティブモードに切り替えることなしに満了することを決定することに部分的
に基づいて前記アクティブモードに切り替える、Ｃ２８に記載の装置。
［Ｃ３０］　前記切り替えるための手段が、アプリケーションからの要求に基づいて、ま
たは前記基地局からページング信号を受信することに基づいて前記アクティブモードに切
り替える、Ｃ２７に記載の装置。
［Ｃ３１］　前記応答するための手段が、部分的に、ランダムアクセス手順の１つまたは
複数のメッセージ中に応答を含めることによって前記カウント要求に応答する、Ｃ２７に
記載の装置。
［Ｃ３２］　ワイヤレス通信のための装置であって、
　　　前記基地局とアイドルモードで通信している間に基地局からブロードキャストデー
タを受信することに関係するカウント要求を受信することと、
　　　前記基地局と通信するためにアクティブモードに切り替えることと、
　　　前記アクティブモードである間に前記カウント要求に応答することと
　を行うように構成された少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと
を備える、装置。
［Ｃ３３］　前記少なくとも１つのプロセッサが、前記カウント要求に部分的に基づいて
前記アクティブモードに切り替える、Ｃ３２に記載の装置。
［Ｃ３４］　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記カウント要求を受信してからの時
間期間が、前記アクティブモードに切り替えることなしに満了することを決定することに
部分的に基づいて前記アクティブモードに切り替える、Ｃ３３に記載の装置。
［Ｃ３５］　前記少なくとも１つのプロセッサが、アプリケーションからの要求に基づい
て、または前記基地局からページング信号を受信することに基づいて前記アクティブモー
ドに切り替える、Ｃ３３に記載の装置。
［Ｃ３６］　前記少なくとも１つのプロセッサが、部分的に、ランダムアクセス手順の１
つまたは複数のメッセージ中に応答を含めることによって前記カウント要求に応答する、
Ｃ３３に記載の装置。
［Ｃ３７］　基地局とのブロードキャスト通信のためのコンピュータプログラム製品であ
って、
　　　少なくとも１つのコンピュータに、前記基地局とアイドルモードで通信している間
に基地局からブロードキャストデータを受信することに関係するカウント要求を受信させ
るためのコードと、
　　　前記少なくとも１つのコンピュータに、前記基地局と通信するためにアクティブモ
ードに切り替えさせるためのコードと、
　　　前記少なくとも１つのコンピュータに、前記アクティブモードである間に前記カウ
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　を備える、非一時的コンピュータ可読媒体
を備える、コンピュータプログラム製品。
［Ｃ３８］　基地局とのブロードキャスト通信のための装置であって、
　前記基地局とアイドルモードで通信している間に基地局からブロードキャストデータを
受信することに関係するカウント要求を受信するためのカウント要求受信構成要素と、
　前記基地局と通信するためにアクティブモードに切り替えるための通信モード構成要素
と、
　前記アクティブモードである間に前記カウント要求に応答するためのカウント要求応答
構成要素と
を備える、装置。
［Ｃ３９］　前記通信モード構成要素が、前記カウント要求に部分的に基づいて前記アク
ティブモードに切り替える、Ｃ３８に記載の装置。
［Ｃ４０］　前記通信モード構成要素は、前記カウント要求を受信してからの時間期間が
、前記アクティブモードに切り替えることなしに満了することを決定することに部分的に
基づいて前記アクティブモードに切り替える、Ｃ３９に記載の装置。
［Ｃ４１］　前記通信モード構成要素が、アプリケーションからの要求、または前記基地
局からのページング信号に基づいて前記アクティブモードに切り替える、Ｃ３８に記載の
装置。
［Ｃ４２］　前記カウント要求応答構成要素が、部分的に、ランダムアクセス手順の１つ
または複数のメッセージ中に応答を含めることによって前記カウント要求に応答する、Ｃ
３８に記載の装置。
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